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↑堅い握手で協力を誓う、工藤栄光豊富町長、門脇光浩仙北市長、首藤勝次竹田市長、立会人の
　「NPO 法人　健康と温泉フォーラム」の三友紀男会長（写真左から）

慶 応 義 塾 大 学 先 端
生 命 科 学 研 究 所 の
村上慎之介さん、伊
藤 医 院 の 伊 藤 恭 院
長、首藤市長、日本
健 康 開 発 財 団 の 栗
原茂夫理事長、日本
健 康 開 発 財 団 の 後
藤康彰さん〔写真左
から〕

　

竹
田
市
と
一
般
財
団
法
人
日
本
健

康
開
発
財
団
、
慶
応
義
塾
大
学
、
伊

藤
医
院
は
７
月
10
日
、
日
本
一
の
炭

酸
泉
と
呼
ば
れ
る
長
湯
温
泉
の
飲
泉

効
果
に
関
す
る
「
飲
泉
エ
ビ
デ
ン
ス

調
査
結
果
」
の
発
表
会
を
市
本
庁
舎

で
行
い
ま
し
た
。

　

会
見
で
は
、
慶
応
義
塾
大
学
先
端

生
命
科
学
研
究
所
の
村
上
慎
之
介
さ

ん
と
、
日
本
健
康
開
発
財
団
・
温
泉

医
科
学
研
究
所
の
後
藤
康
彰
課
長
、

伊
藤
医
院（
温
泉
療
法
医
会
副
会
長
）

の
伊
藤
恭
院
長
が
説
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
（
２
０
１
２
）
12
月
に

相
互
協
力
協
定
を
結
び
、
温
泉
に
よ

る
健
康
づ
く
り
へ
の
影
響
を
医
科
学

的
な
観
点
か
ら
研
究
を
進
め
て
き
た

「
日
本
健
康
開
発
財
団
」（
栗
原
茂
夫

理
事
長
）
は
、
調
査
実
験
を
昨
年
９

月
か
ら
４
週
間
に
わ
た
っ
て
、
26
歳

か
ら
59
歳
ま
で
の
健
康
的
な
男
女

を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
被
験
者
は

毎
日
炭
酸
水
素
塩
泉
（
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を

含
む
）
を
合
計
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
飲
用
。
１
週
間
ご
と
に
血
液
、
尿

等
を
９
回
に
わ
た
っ
て
採
取
し
ま
し

た
。

　

村
上
さ
ん
は
、
調
査
結
果
を
「
長

湯
の
温
泉
水
を
飲
ん
だ
時
は
、
水
道

水
を
飲
用
し
た
時
と
比
較
し
て
、
血

中
に
、
血
糖
の
管
理
指
標
と
な
る
グ

リ
コ
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
の
減
少
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
糖
尿
病
の

未
来
の
鍵
を
握
る
︱
︱
︱
︱

温
泉
力

3大温泉地で「温泉力地域協力協定」を締結

  〇アトピーや乾癬等の皮膚病に効能が高いとされる

  　　　　「豊
と よ と み お ん せ ん

富温泉」（北海道豊富町 )

  〇ガンや難病に効能が高いとされる

  　　　　「玉
た ま が わ お ん せ ん

川温泉」（秋田県仙北市）

  〇心臓病や糖尿病に効能が高いとされる

  　　　　「長
な が

湯
ゆ

温
お ん せ ん

泉」（大分県竹田市）

　７月 22 日、「北海道豊富町」「秋田県仙
北市」「竹田市」は、 調査研究を核とした
自治体間相互の連携を深めて国民の健康づ
くりの相互協力を誓う『温泉力地域協力協
定』を竹田市東京オフィスで締結しました。
　３大温泉地は、近年の健康志向に対応し
つつ、観光の振興を図るとともに将来の医
療費負担の軽減を目指します。

国
民
保
養
温
泉
地
の
魅
力
が
上
昇
！

長
湯
温
泉
の
飲
泉
が

　
　
「
糖
尿
病
予
防
」に
効
果
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人口のうごき
　　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　23,481　 人（－ 34 人）
男　性　10,942　 人（－ 18 人）
女　性　12,539　 人（－ 16 人）
世帯数　10,532 世帯（－16 世帯）
　　　住民基本台帳登録人数
（平成 27年 7月 1日現在）
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予
防
や
改
善
効
果
が
期
待
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
個
人
差
が
あ
る
。

ま
た
、
飲
泉
に
よ
っ
て
腸
内
細
菌
の

働
き
や
体
内
の
代
謝
が
変
化
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」
と
発
表
し

ま
し
た
。

　

医
科
学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、飲

泉
を
続
け
る
こ
と
で
血
液
中
の
成
分

や
腸
内
細
菌
の
機
能
が
変
化
し
、
糖

尿
病
予
防
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
は
「
飲
泉
効
果
で
〝
炭

酸
泉
が
身
体
に
い
い
〟
と
、
胸
を
張

っ
て
国
民
の
皆
様
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
元
気
に
な
れ
る
黄
金
の
法
則　

～
竹
田
式
湯
治
を
体
感
し
、
心
も
体

も 

元
気
に
～
」
を
テ
ー
マ
に
健
康

志
向
の
高
い
市
民
16
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

初
日
、
大
久
保
病
院
の
理
学
療

養
士
、
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
体
力
測

定
運
動
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。続
い
て
、

伊
藤
恭
院
長
、
日
本
健
康
開
発
財

団
の
後
藤
康
彰
課
長
に
よ
る
「
温
泉

の
効
果
」
と
「
温
泉
の
効
果
的
な
入

浴
方
法
」の
講
義
。
終
了
後
、会
場
を

移
動
し
、
炭
酸
泉
に
ゆ
っ
く
り
と
つ

か
り
、疲
れ
た
身
体
を
癒
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、「
生
活
習
慣
病
に
つ

い
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
や
「
笑

い
治
療
師
パ
ク
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ン
さ
ん

に
よ
る
講
義
」
な
ど
。

　
２
日
間
を
振
り
か
え
り
、
参
加
者

の
堀
千
勝
さ
ん
（
68
歳
）
は
「
今
回
、

あ
ら
た
め
て
健
康
の
大
切
さ
を
知
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
」
と
、
感
想
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

地
元
竹
田
の
豊
か
な
自
然
や
温

泉
な
ど
の
資
源
を
生
か
し
た
１
泊
２

日
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
自
ら
の
健
康

を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。
ご
自
宅
で
も
「
無
理
の

な
い
範
囲
で
目
標
を
掲
げ
、
長
く
続

け
ら
れ
る
こ
と
」
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

↑食べるご飯の量を計測すると意識します

↑正しく体を動かす

↑「笑いの呼吸運動」を伝授する
　パクさん

↑炭酸泉にゆっくりつかって癒される参加者のみなさん

「宿泊型新保健指導試行事業」を開催

地域資源で元気になれる！　
　7 月 11、12 日の２日間、40 から 60 代の男性市民を対象にした竹田市版

「宿泊型新保健指導試行事業」をメイン会場の久住高原荘ほか直入地域の施
設で開催しました。

今、長
ちょうせいとう

生湯が熱い！
芹 川 沿 い に ある「長湯温泉」の
公衆浴場（ガニ湯の近く）。
現在、浴槽もきれいになり、温
度も高く、湯量も十分です！
ぜひ夏休みはご家族で！

※現在、「飲泉」のご利用ができるのは、温泉療養文化館「御前湯」のみです。

竹田市追悼者一覧

〔今月の表紙〕　お盆に「帰っちきなあえ」。
ロケ地・七里田温泉では、約 460 年前から
利用され、岡藩の殿様も入ったと言われる炭
酸泉が日頃の疲れを癒してくれます。
　この度、竹田市内の全地域が「国民保養
温泉地」に指定されました。帰省の際には
ぜひ市内の温泉にお立ち寄りください。
　七里田温泉のお問い合わせ　☎0974-77-2686
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アグル・スタッフ全員
　（事務所前にて）　　　　→

〔写真後方右から〕タウンマネージャー・
伊藤大海さん、総括マネージャー・子安
史朗さん、地域おこし協力隊の堀場貴雄
さん　〔前列右から〕地域おこし協力隊
の飯川友紀子さん、池英里さん

まちづくりたけた株式会社　愛称〝アグル〟が始動

城
下
町
の
未
来
を
創
造

　　

総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
、
こ
れ
ま
で
竹
田

市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
活
躍
し
て
き
た

子
安
史
朗
さ
ん
を
迎
え
、
そ
れ
を
支
え
る
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
竹
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
３
人
（
堀
場
貴

雄
さ
ん
、
池
英
里
さ
ん
、
飯
川
友
紀
子
さ
ん
）

が
活
動
を
共
に
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
東
京
を
拠
点
と
し
て
、

各
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
き
た
タ
ウ
ン

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
伊
藤
大
海
さ
ん
が
、
そ
の

知
識
と
経
験
を
活
か
し
外
部
専
門
家
と
し
て

事
業
の
構
築
等
を
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
、

推
進
体
制
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
30
日
に
は
株
主
総
会
を
開
催

し
、
定
款
や
事
業
計
画
等
を
決
定
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
３
名
の
役
員
を
選
任
し
、
代

表
取
締
役
に
は
野
田
良
輔
副
市
長
が
当
た
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

取
締
役
に
後
藤
眞
二
さ
ん
（
竹
田
商
工
会

議
所
副
会
頭
）、
河
野
洋
史
さ
ん
（
ま
ち
づ

く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
代
表
）、
子
安
史

朗
氏
の
３
名
。

　

活
動
拠
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
市
役

所
内
に
仮
事
務
所
を
置
い
て
い
ま
し
た
が
、

い
よ
い
よ
城
下
町
内
の
古
町
通
り
に
あ
る
旧

日
本
生
命
ビ
ル
に
事
務
所
を
構
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
以
前
よ
り
地
域
か
ら
利
活
用

の
要
望
が
あ
っ
た
こ
の
空
き
ビ
ル
が
今
後
ま

ち
づ
く
り
の
「
拠
点
」
と
し
て
そ
の
声
に
応

え
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
ま
ち
会
社
は
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
の
理
念
に
沿
っ
て
、
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
を
見
据
え
着
実
に
事
業
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
当
面
は
最
重
要
課

題
で
あ
る
、

　
①
「
ま
ち
の
駅
構
想
」、「
医
商
連
携
の
ま

　
　
ち
づ
く
り
」
な
ど
の
具
現
化

　
②
空
き
家
改
修
に
よ
る
価
値
の
向
上
、
賑

　
　
わ
い
・
商
業
の
振
興

　
③
城
下
町
竹
田
再
生
の
拠
り
所
た
る
拠
点

　
　
整
備
、
組
織
構
築

な
ど
を
中
心
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

まち会社（アグル）が始動
　本年１月に設立された「まちづくりたけた株式会社」（以下まち会社〔愛称〝ア
グル〟〕）が、スタッフや役員等も決まり、いよいよ本格的に事業展開を開始しました。

「アグル」の
　　コンセプト
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まちづくりたけた株式会社　愛称〝アグル〟が始動

　

６
月
30
日
、「
竹
田
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
」
が
国
（
内
閣
総
理
大
臣
）
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
竹
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

は
、
城
下
町
竹
田
の
中
心
市
街
地
再
生
、
商

業
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
計
画
で
す
。
基

本
計
画
の
主
旨
は
、
中
心
市
街
地
を
舞
台
に

商
業
者
・
事
業
者
が
主
役
と
な
っ
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
中
で
も
、
竹
田
商

工
会
議
所
や
竹
田
町
商
店
街

振
興
組
合
等
が
中
心
と
な
り

提
案
し
て
い
る
『
商
店
街
ま

ち
の
駅
整
備
事
業
』
や
『
医

商
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
』
は
、
中
心
市
街
地
に

お
け
る
商
業
振
興
、
浮
揚
の

核
事
業
と
し
て
基
本
計
画
を

象
徴
す
る
民
間
主
役
の
事
業

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

計
画
期
間
は
、
今
年
度

か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
５

年
間
で
す
。
そ
の
間
に
、
３

つ
の
具
体
的
な
目
標
に
つ
い

て
、
掲
げ
た
数
値
指
標
を
達

成
で
き
る
よ
う
着
実
に
事
業

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー

☎
63-

４
８
４
８
（
直
通
）

「
竹
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
が
国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
弾
み

目標指標・目標値

中心市街地内の空き店舗数の減少参考目標

基準値（H25 年）
目標値（H31 年）

瀧廉太郎記念館改修、歴史資料館改修
コミュニティセンター（仮称）整備事業
商店街まちの駅整備事業
空き店舗活用チャレンジショップ事業

観光地としての魅力の向上

188,066 人
210,000 人

地区内年間観光客数
基準値（H25 年）
目標値（H31 年）

目標の達成に
必要な主な事業

目標の達成に
必要な主な事業

街なみ環境整備事業、伝統的建築物改修事業
商店街まちの駅整備事業
空き店舗活用チャレンジショップ事業
コミュニティセンター（仮称）整備事業
医商連携のまちづくり推進事業

3,219 人
5,362 人

地区内歩行者量

基準値（H26 年）
目標値（H31 年）
目標の達成に
必要な主な事業

空家改修事業
空き店舗活用チャレンジショップ事業
定住促進ビジョン策定事業

1,269 人
1,274 人

地区内居住人口
基準値（H26 年）
目標値（H31 年）
目標の達成に
必要な主な事業

空き家改修事業
空き店舗活用チャレンジショップ事業
商店街まちの駅整備事業

45 件
35 件

空き店舗数

目標① まちなかの回遊性の向上目標②

まちなか居住の推進目標③

町
の
人
の
気
持
ち
を
グ
イ
ッ
と

『
上
ぐ
る
』
会
社
で
あ
り
た
い
！

　

縁
も
ゆ
か
り
も
な
か
っ
た
竹
田
で
し
た
が
、

日
本
全
国
を
探
し
た
中
で
「
こ
こ
が
一
番
！
」

と
思
い
、
２
年
前
に
東
京
か
ら
移
住
し
て
き
ま

し
た
。
た
だ
、
竹
田
市
は
大
分
県
の
中
で
も
特

に
過
疎
化
が
進
む
町
。
こ
の
ま
ま
で
は
代
々
続

い
て
き
た
人
の
暮
ら
し
が
途
絶
え
て
し
ま
い
ま

す
。
チ
ョ
ッ
ト
待
っ
て
チ
ョ
ッ
ト
待
っ
て
…
。

こ
の
町
を
愛
し
て
い
る
人
と
、
こ
の
町
の
未
来

を
担
お
う
と
す
る
人
と
、
自
分
の
人
生
、
家
族

の
た
め
に
も
全
力
で
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
。

　

ま
た
、
社
名
が
少
し
固
か
っ
た
の
で
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
大
分
弁
の
ニ
ッ
ク
ネ

ー
ム
を
つ
け
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
は
、

竹
田
の
経
済
、
雇
用
、
観
光
、
そ
し
て
町
の
人

の
気
持
ち
を
グ
イ
ッ
と
『
上
ぐ
る
』
会
社
で
あ

り
た
い
。
そ
し
て
、
竹
田
の
町
が
、
思
い
や
り

の
心
、
お
も
て
な
し
の
心
を
人
に
気
前
よ
く
ハ

イ
ッ
と
「
あ
ぐ
る
」
町
で
あ
る
よ
う
に
。

　

高
校
生
が
気
持
ち
よ
く
挨
拶
し
て
く
れ
る

町
。
山
の
恵
み
の
水
を
お
い
し
く
飲
め
る
町
。

春
に
は
多
く
の
し
だ
れ
桜
に
人
が
集
ま
る
町
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
ほ
ん
の
少
し
や
け
ん
」
と
山

盛
り
（
笑
）
の
か
ぼ
す
を
く
れ
る
町
。
廉
太
郎

ト
ン
ネ
ル
を
子
ど
も
た
ち
が
歌
い
な
が
ら
く
ぐ

る
町
…
。

　
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社
、
ま
た
の
名

を『
ア
グ
ル
』。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社

　
　
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　
子　
安　
史　
朗

□総括マネージャー紹介———————————

　子
こ

安
やす

　史
し

朗
ろう

（40 歳）

■ 略　歴
1975　大阪府八尾市生まれ
1998　駒澤大学　法学部政治学科　卒業
1999　グリニッジビレッジスクール等　卒業
　　　（カナダ・バンクーバー英語学校）
2000　株式会社サンク　入社
2006　株式会社アミューズ　入社
2013　竹田に移住
　　　 特定非営利活動法人　竹田市観光ツーリズム協会　 
　　　 入社
2015　まちづくりたけた株式会社　入社
　　　 現在に至る

■ 資　格
　日商簿記 3 級、国内旅行業務取扱管理者
　野菜ソムリエ、ジュニアマイスター
　酪農教育ファーム、ファシリテーター認証
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阿
南
輝
明
総
務
課
行
政
改
革
推
進
室
主
幹（
以

下
、
阿
南
）　
竹
田
市
で
は
、
本
年
３
月
に
第

３
次
の
竹
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
国
の
財
政
状
況
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
竹
田
市
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら
の
行
財
政
改
革
の
展
望
に
つ
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
の
関
心
は
非
常
に
高
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
職
員
数
の
推
移
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　

平
成
17
年
の
市
町
合
併
時
の
職
員
数

は
、
５
５
２
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
平

成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
は
、
３
７
８

名
。実
に
１
４
４
名
の
職
員
が
減
っ
て
い
ま
す
。

も
う
少
し
、
詳
し
く
言
う
と
こ
れ
ま
で
の
退
職

者
数
が
２
２
２
名
、
採
用
者
数
が
78
名
で
す
。

差
引
１
４
４
名
の
減
。
単
純
計
算
で
す
が
、
35

　

今
後
、
組
織
機
構
改
革
と
し
て
予
定
し
て

い
る
の
は
、「
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
の
民
間
移

管
」「
各
支
所
の
１
課
体
制
へ
の
移
行
」「
保
育

所
の
指
定
管
理
ま
た
は
民
営
化
」
そ
し
て
「
組

織
の
統
廃
合
」
な
ど
で
す
。
職
員
の
削
減
は
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
く
必
要
は
あ
り
ま
す

が
、
単
純
に
数
字
だ
け
を
意
識
し
て
、
業
務

が
で
き
な
い
環
境
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
て
は
何

も
な
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

阿
南　
「
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
の
民
間
移
管
」

は
、
市
長
に
と
っ
て
大
き
な
決
断
だ
っ
た
と
思

う
の
で
す
が
…

市
長　

ま
さ
し
く
大
き
な
決
断
と
い
え
る
改

革
の
ひ
と
つ
で
す
。
平
成
23
年
12
月
、
懇
話

会
の
報
告
で
も
民
営
化
の
方
向
性
が
示
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
民
間
移
管
に
よ
り
、
年
間

４
２
０
０
万
円
も
の
経
費
を
浮
か
せ
る
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
す
。
平
成
28
年
４
月
１
日
大

分
市
の
社
会
福
祉
法
人
「
博
愛
会
」
さ
ん
へ

の
移
管
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
今
後

の
南
山
荘
の
利
活
用
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

阿
南　
支
所
の
一
課
体
制
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ

ま
し
た
が
、
支
所
の
今
後
の
体
制
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

市
長　

先
般
の
定
例
会
に
お
い
て
答
弁
を
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
何
よ
り
大
切
な
の
は
、
や

は
り
地
域
の
個
性
を
最
大
限
に
尊
重
し
な
が

ら
、
支
所
機
能
を
形
づ
け
て
い
く
必
要
が
あ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
一
課
体
制
」
に
移

行
さ
せ
て
、
支
所
全
体
で
地
域
の
課
題
に
取

組
ん
で
い
く
と
い
う
方
法
を
と
り
、
総
合
司
令

％
の
採
用
率
と
言
え
る
わ
け
で
す
。
例
え
ば
、

10
人
退
職
す
れ
ば
、
3
～
4
人
を
採
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
職
員
の
減
員
を
図
っ
て
き
た
わ

け
で
す
。
当
然
、職
員
数
の
減
少
に
合
わ
せ
て
、

市
役
所
の
組
織
機
構
の
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

阿
南　

35
％
の
職
員
採
用
を
行
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
は
理
解
で
き
た
の
で
す
が
、
今
後
の

定
員
管
理
に
つ
い
て
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す
。

市
長　
こ
れ
ま
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
職

員
の
削
減
を
続
け
て
き
ま
し
た
か
ら
ね
。
た
だ

全
体
的
に
こ
れ
以
上
の
削
減
は
、「
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
」
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

Т
О
Ｐ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

市
長
に
聞
く
④

第
三
次
竹
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
を
実
践
！

　

「
行ぎ

ょ
う
か
く革
」を
成
功
に
導
く
た
め
の
戦
略

　
第
３
次
竹
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
が
策
定
さ
れ
、
ま
す
ま
す
市
民
の
皆
様
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。  

今
後

の
展
望
に
つ
い
て
市
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
総
務
課
行
革
推
進
室
の
阿
南
輝
明

主
幹
）

■

10
年
間
で
職
員
数
１
４
４
名
、ス
ピ
ー
ド
削
減

地
域
の
個
性
を
重
視
し
な
が
ら「
支
所
一
課
体
制
」へ ↑首藤市長に竹田市行財政改革大綱の展望を聞く阿南主幹
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塔
は
本
庁
に
置
く
と
い
う
よ
う
な
流
れ
が
理

想
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

阿
南　

組
織
機
構
の
改
革
が
密
接
に
職
員
配

置
に
関
係
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
続
い
て
人
件
費
の
状
況
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

市
長　

私
は
、
市
長
就
任
か
ら
人
件
費
の
削

減
が
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず

私
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、
自
ら
の
報
酬
の
30

％
カ
ッ
ト
で
す
。
職
員
も
給
料
の
減
額
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
合
併
当
初
は
５
２
２
名
の
職

員
を
抱
え
、
経
常
収
支
に
占
め
る
人
件
費
の

割
合
は
40
％
を
超
え
て
い
た
の
で
す
が
、
職
員

数
が
１
４
４
名
減
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
当

初
48
億
６
千
万
か
ら
現
在
39
億
円
弱
と
な
り
、

約
10
億
円
の
減
少
、
ま
た
経
常
収
支
に
占
め

る
割
合
も
30
％
余
り
と
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

阿
南　
続
い
て
、
財
政
改
革
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。
国
の
財
政
状
況
に
左
右
さ
れ
る
竹
田

市
で
す
。
か
な
り
の
部
分
で
本
市
財
源
は
国
や

県
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
…

市
長　

そ
の
主
な
も
の
が
地
方
交
付
税
な
の

で
す
が
、
こ
こ
数
年
は
年
間
90
億
前
後
ほ
ど

で
す
か
ら
比
較
的
順
調
に
確
保
で
き
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

阿
南　
そ
の
一
方
で
気
に
な
る
の
は
、地
方
債
、

い
わ
ゆ
る
市
の
借
金
の
返
済
状
況
で
す
が
…

市
長　

平
成
22
年
度
か
ら
金
利
の
高
い
借
り

入
れ
を
順
次
繰
り
上
げ
て
償
還
を
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成

18
年
度
、
２
３
８
億
円
あ
っ
た
借
金
も
平
成
25

年
度
末
に
は
１
７
７
億
円
に
減
少
し
て
お
り
ま

す
。
将
来
負
担
を
考
慮
し
た
財
政
運
営
を
今

後
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

阿
南　

続
い
て
基
金
の
状
況
と
交
付
税
の
算

定
替
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

市
長　
財
政
調
整
用
の
２
基
金
に
つ
い
て
は
、

26
年
度
末
現
在
は
過
去
最
高
水
準
の
43
億
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
算
定
替
を
迎
え

ま
す
。
財
政
課
の
示
す
中
期
財
政
収
支
の
試

算
に
よ
る
と
算
定
替
が
終
了
す
る
平
成
33
年

度
の
地
方
交
付
税
額
は
約
67
億
円
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
試
算
上
の
数
値
で
す
が
、
対
平

成
27
年
度
比
較
で
約
17
億
円
交
付
税
が
落
ち

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、「
で
も
、
国
の
試
算

ど
お
り
に
推
移
す
る
と
、
全
国
の
合
併
自
治

体
は
、
今
後
も
自
治
体
運
営
の
厳
し
さ
が
続

い
て
い
く
」と
い
う
訴
え
を
国
に
行
っ
た
結
果
、

あ
る
程
度
の
緩
和
措
置
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
気
を
緩
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
財
政
の
健
全

化
に
む
け
て
、
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
。

阿
南　

主
要
施
設
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

管
理
や
一
方
で
主
要
施
設
の
整
備
も
避
け
て
通

れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
…

市
長　
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
ね
。
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
な
ど
を
基
本
に
管
理
す

る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
方
で
、
図
書
館
、
文
化
会
館
、
城

下
町
再
生
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、
ま

ち
の
活
力
と
人
材
を
育
て
る
環
境
整
備
が
不
可

欠
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
の
政
策

で
申
し
上
げ
れ
ば
、
保
育
料
は
国
の
基
準
の
７

割
に
抑
え
ま
し
た

　

と
に
か
く
行
政
力
の
勝
負
で
も
あ
り
ま
す
。

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
ど
こ
よ
り
も

先
導
的
な
政
策
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

阿
南　
効
率
的
な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
い

か
に
重
要
で
あ
る
か
、
改
め
て
肝
に
銘
じ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
市
役
所
と
い
う
組
織

が
活
性
化
す
る
、
し
な
い
は
、
職
員
一
人
ひ
と

■

借
金
は
61
億
円
減
少
、基
金
は
最
高
の
43
億
円

改
革
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、意
識
改
革

「ＴＯＰ」とは、 Ｔは竹田市の、そして挑戦(トライ)の頭文字。Ｏはオリジナル、オンリーワン、 Ｐはプロジェクト。竹田市ならでは
の地域力、人間力、行政力をフルに発揮していこうとする運動体をＴＯＰ運動と名づけ、様々な政策の展開に取り組んでいます。

り
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
職
員

自
ら
考
え
る
意
識
を
持
ち
、
常
に
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
観
点
か
ら
、
資
質
の
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
局
的
な
見
地

か
ら
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
長　
は
い
。
何
と
い
っ
て
も
自
治
体
の
自
立

に
は
、
地
域
力
、
人
間
力
そ
し
て
行
政
力
と
経

営
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
行
政
、
と
り
わ
け
職

員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
て
こ
そ
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
、
ど
こ
ま
で
も
積
極
果
敢
に
仕

事
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
先
日

も
、
休
日
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
あ
り
、
役
所
に
出

か
け
ま
し
た
。
勝
手
口
か
ら
入
る
や
、
守
衛
さ

ん
が
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。「
市
長
さ
ん
、

休
み
の
日
も
職
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
仕
事
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
最
近
は
、
竹
田
市

の
こ
と
を
励
ま
し
て
く
れ
た
り
、
新
聞
に
よ
く

出
て
い
て
嬉
し
い
。
み
ん
な
応
援
し
て
く
れ
て

い
ま
す
よ
」
と
。
話
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
私
は
守
衛
さ
ん
が
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に

喜
ん
で
く
れ
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
ま

ち
の
発
展
の
原
点
を
教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
心
不
乱
に
職
員
と
と
も

に
厳
し
い
時
代
を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
。
そ

れ
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
お
応
え
で
き
る

最
良
の
道
で
す
か
ら
ね
。
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　流線型の新しい書架が創り出す

 未来志向の図書館空間 
　新しい図書館の基本設計がまとまり、7月20日（海の日）に竹田市総合社会福祉センターで開催された第
４回「新図書館かたちづくりの集い」（以下、「かたちづくりの集い」）で市民の皆さんに報告されました。
　設計を担当する塩塚隆生氏（大分市）とは、これまで随時打合せを行うとともに、アンケートや市民
フォーラムなどを通じていただいた皆さんの意見・要望に加え、過去 3 回の「かたちづくりの集い」の
意見なども取り入れながら基本設計をまとめましたので、設計のコンセプトなどを塩塚氏にお聞きしま
した。（インタビュアーは後藤芳彦図書館長）　※書架（本棚）

館
長　
基
本
設
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
が
、
一

番
苦
労
さ
れ
た
点
は
何
で
す
か
。

塩
塚　
こ
れ
ま
で
も
色
々
な
ア
ン
ケ
ー
ト
や
「
か

た
ち
づ
く
り
の
集
い
」
な
ど
を
通
じ
て
新
図
書
館

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
・
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
し
、
基
本
構
想
も
出
来
上
が
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
多
く
の
要
素
を
設
計
の
中

で
ど
う
形
に
し
て
い
く
か
と
い
う
点
で
し
た
。

館
長　
い
か
が
で
し
た
か
。

塩
塚　
提
案
し
た
平
面
図
に
つ
い
て
過
去
3
回
の

「
か
た
ち
づ
く
り
の
集
い
」
で
い
た
だ
い
た
意
見

を
整
理
し
て
み
る
と
、「
書
架
の
配
置
が
密
す
ぎ

て
ゆ
と
り
が
な
い
の
で
は
な
い
か
」「
遊
び
心
が
ほ

し
い
」「
様
々
な
読
書
ス
タ
イ
ル
に
対
応
で
き
る

閲
覧
席
に
な
って
い
る
の
か
」
と
い
っ
た
〝
書
架
の

配
置
と
空
間
の
あ
り
方
〟に
関
す
る
意
見
が
多
い

こ
と
に
改
め
て
気
が
つ
い
た
ん
で
す
。

　

限
ら
れ
た
床
面
積
の
中
で
基
本
構
想
の
内
容

や
多
く
の
意
見
・
要
望
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た

た
め
で
す
が
、
結
果
と
し
て
、
こ
の
図
書
館
で
滞

在
時
間
を
長
く
し
た
く
な
る
よ
う
な
気
持
ち
の
い

い
空
間
に
な
って
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

館
長　
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
思
い
切
っ
た
発
想
の
転
換
が
必
要
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

塩
塚　
は
い
。
そ
の
と
お
り
で
す
。
利
用
者
が

滞
在
時
間
を
長
く
し
た
く
な
る
よ
う
な
空
間
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
は
、
過
去
の
集
積
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
提
案
が

必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　

設
計
を
手
が
け
る
に
当
た
り
、
新
潟
や
福
島

を
は
じ
め
日
本
全
国
、
新
旧
問
わ
ず
注
目
を
集

め
る
約
30
か
所
の
図
書
館
に
足
を
運
び
、
そ
れ

ぞ
れ
に
特
徴
的
な
図
書
館
の
空
間
や
運
営
に
つ

い
て
こ
の
目
で
見
て
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
一
般
の
市
民

の
方
々
が
求
め
る
図
書
館
像
が
旧
来
の
図
書
館

の
あ
り
方
と
は
確
実
に
変
わ
っ
て
来
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
特
に
こ
の
５
年
ほ
ど
の
間

に
で
き
た
新
し
い
図
書
館
で
は
、
そ
れ
以
前
の

も
の
と
は
大
き
く
有
り
様
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

賑
わ
っ
て
い
る
図
書
館
に
共
通
し
て
い
た
の

は
、
心
地
よ
い
カ
ジ
ュ
ア
ル
さ
を
持
ち
合
わ
せ

た
、
自
由
度
の
高
い
空
間
と
運
営
方
針
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
み
て
も
、
こ
れ
か

ら
の
図
書
館
に
は
本
を
中
心
と
し
た
「
知
」
を

提
供
す
る
・
だ
け
・
の
場
で
は
無
く
、
本
を
中

心
に
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
「
時
間
」
や
「
出

会
い
」
を
提
供
し
て
く
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
提
案
し
た
の
は
、
同
じ
高
さ
の
書
架

が
整
然
と
並
ぶ
従
来
型
の
書
架
配
置
で
は
な

く
、
来
館
者
の
動
線
を
生
み
出
し
新
し
い
本
と

の
出
会
い
を
誘
発
す
る
よ
う
な
流
線
型
の
書
架

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般
開
架
、
こ
ど
も
開
架

を
含
め
書
架
の
流
れ
の
周
り
に
ゆ
と
り
の
あ
る

空
間
と
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
書
架
の
高
さ
に
変
化
（
１・５
～
３
㍍
）
を

つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
２
階
を
含
め
た
吹
き
抜
け

空
間
の
立
体
感
を
生
み
出
す
効
果
も
あ
り
ま
す
。

館
長　
館
内
の
ゆ
と
り
空
間
を
生
み
出
す
新
し

い
提
案
で
す
が
、
流
線
型
の
書
架
は
珍
し
い
の

で
は
な
い
で
す
か
。

塩
塚　
新
図
書
館
の
建
設
用
地
の
南
西
角
か
ら

北
東
角
に
抜
け
る
風
の
流
れ
は
一
年
中
ほ
ぼ
一

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
風
の
流
れ
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
流
線
型
の
書
架
を
提
案
し
ま
し
た
。

館
内
の
風
の
流
れ
を
促
す
よ
う
な
空
間
構
成
を

す
る
こ
と
で
、
図
書
館
機
能
と
環
境
が
一
体
と

な
っ
た
こ
の
場
所
な
ら
で
は
の
図
書
館
が
実
現

で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

館
長　
こ
の
場
所
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
書

架
配
置
と
空
間
構
成
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

塩
塚　

私
は〝
人
の
居
場
所
と
し
て
の
図
書
館
〟

と
い
う
部
分
を
空
間
に
確
保
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
図
書
館
は
そ
こ

に
住
む
人
が
ず
っ
と
居
た
く
な
る
場
所
で
あ
る

こ
と
が
理
想
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

実
施
設
計
、
工
事
完
成
に
向
け
て
全
力
を
尽
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

館
長　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
工
事
着

工
予
定
は
平
成
28
年
３
～
４
月
、
新
図
書
館
の

オ
ー
プ
ン
は
平
成
29
年
3
月
の
予
定
で
す
。
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（一般）

（こども）

（収蔵）
（学習）

絵本
紙芝居

赤ちゃん

オムツ台

洗面
子供

授乳室

学習室２階開架図書室
吹抜

南開架図書室

ロビー

事務室

北開架図書室

２階平面図

１階平面図

庇テラス

読書テラス

広場

軒
下

軒下

茅野邸
設
備
ヤ
ー
ド

FL-500

FL-1650
キュービクル

車路

駐車場

車路

スロープ1/8

FL-600

車路

駐
輪
場
１
２
台

EV

閉架保存書庫

EV

雑誌
新聞

（閲覧コーナー）

ＢＭ書庫

ＢＭ車庫

ﾚﾌｧﾚﾝｽ
（行政資料）
（地域資料）

ＹＡティーンズ

アプローチ

配本車

（上部庇）

（上部庇）

看板

返却ポスト

テスリ

テ
ス
リ

テ
ス
リ

法面（植込み）

法
面（
植
込
み
）

法面（植込み）

雨水用側溝

雨水用側溝

雨水用側溝

雨水用側溝

法
面（
植
込
み
）

柵

避難階段

DN

DN

雨
水
用
側
溝

ア
プ
ロ
ー
チ

アプローチ

ｽﾛｰﾌﾟ1/８

行程：1500

身障者用

窓

窓

窓
消防用開口

DS

DN

DN

窓

ﾃｰﾌﾞﾙ

昇降機

印刷

スタッフ出入口

シャッター

企画新刊

展
示
ケ
ー
ス

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｺｰﾅｰ

BOOKWALL

BO
OK
W
AL
L

BOOKWALL

ｺｰﾋｰｻｰﾊﾞｰ

返
却
ポ
ス
ト

BO
OK
W
AL
L

（３０席）

検索ＰＣ

ｺｲﾝﾛｯｶｰ

ワゴン

(10誌）

ラック
倉庫

検索ＰＣ

検索ＰＣ

検索ＰＣ

掲示スペース

掲
示
ス
ペ
ー
ス

窓

窓

窓

窓
BO
OK
W
AL
L

窓

窓

窓
BO
OK
W
AL
L

窓 窓BOOKWALL
視聴
覚コ
ーナ
ー

（タタミ）

（タタミ）

ソファ

出入口

出入口

窓

窓

窓

窓
ソファソファ

BO
OK
W
AL
L

窓

DS

窓

UP

UP

DN

DN

窓

（飲食コーナー）

（ラウンジ）

風除室１

女子便所
男
子
便
所

多目的便所

風除室２（サービスデスク）

（情報コーナー）

多目的室２

窓

窓

窓

多目的室１

ＥＶホール

ﾘｻｲｸﾙｺｰﾅｰ

ｶｳ
ﾝﾀ
ｰ

ｶｳ
ﾝﾀ
ｰ

ソファ

（お話しコーナー）

↑❻北開架図書室（一般開架）

↑❼南開架図書室（子ども書架）

府　内　町　通　り

代　官　町　通　り

横　
町　
通　
り

向
丁
通
り

←至豊後竹田駅

←城下町交流館「集」

現在の

図書館

●❶

●❷

●❿

●⓫

●❾

●❽

●⓯

●⓭ ●⓲
—出入口

●❼

●❸●❹

●⓮
●⓱

●⓬

●❺

●⓰ ●❻

基本設計の概要
新しい図書館の機能 概　　　　　　　　　　　　要

❶駐車場
❷駐輪場

新図書館の敷地内に28台分の駐車場（内1台は身障者用）と駐輪場を確保する
計画。ただし、今後の外構計画で若干駐車スペースが減少する可能性あり。

❸市民ギャラリー
❹飲食スペース
❺市民ラウンジ

❸30席の椅子とテーブル　通常は本や新聞を読んだりおしゃべりしたり、テー
ブルと椅子を移動させればちょっとしたイベントにも使える自由なスペース　
❹ 12 席、❺ 4 席

❻一般開架 51 席の閲覧席と代官町通りに面した庇下に読書テラス 5 席を設け、ゆっ
くり本が読めるスペースを確保

❼子ども図書室
❽お話コーナー

子ども書架に 34 席の椅子とテーブル
府内町通りに面した場所に畳敷きのお話コーナ−

❾学習室
❿ YA ティーンズ
⓫ 2 階西側のカウンター席

❾館内が一望できる東側2階の学習室にカウンター席15席　以上が学習ス
❿YAティーンズ18席　　　　　　　　　　　　　　　　　 ペースとして
⓫2階西側のカウンター席18席　　　　　　　　　　　　　利用可能

⓬視聴覚室
　インターネットコーナー

【視聴覚室】独立したブースを完備した従来型の視聴覚室は整備せず、　
　インターネットコーナーと併設した視聴覚コーナーとして整備

【インターネットコーナー】館内にＰＣを設置
　Wi-Fi・ＰＣ電源整備　タブレット端末の貸出を検討

⓭乳児室 トイレに併設

⓮野外広場 新図書館に隣接する “ 茅野邸 ” の庭を野外広場として整備
市民ギャラリーや飲食コーナーから自由に出入り

⓯閉架保存書架
⓰ BM 車庫・書庫
⓱サービスカウンター
⓲出入口

⎫
⎬
⎭

数字で見る新図書館の姿
⑴　構造等　鉄筋コンクリート造＋鉄骨造　一部２階建て　延べ床面積 1,566㎡
⑵　館内の閲覧席等

1
階

一般開架 51 席
２
階

東側学習室 15 席
閲覧コーナー（仮称） 30 席 西側カウンター 18 席
飲食コーナー 12 席 ＹＡティーンズ 18 席
ラウンジ・新聞 5 席
子ども書架 34 席
屋外の読書テラス 5 席

１階計 137 席 ２階計 51 席

⑶　館内の閲覧席等

開架

一般開架（8 段まで配架の場合） 書　架　　　47,360 冊

子ども資料 子ども資料　11,300 冊
絵　本　　　　7,000 冊

青少年・ヤングアダルト 2,640 冊
参考資料（辞書・事典等）
地域資料 8,640 冊
行政資料

閉架 一般書 68,760 冊
BM 書　庫 6,400 冊

152,100 冊

新図書館　基本設計の平面図
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まちの話題
T O W N  T O P I C S

　
７
月
18
日
、
新
し
い
地
域
で
の
支  

え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
の
理
念
を  

か
た
ち
に
し
よ
う
と
、
本
市
と
公
益  

財
団
法
人
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
は
、

 「
竹
田
市
を
モ
デ
ル
と
し
た
地
域  

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
相
互
に
協

力
し
て
構
築
す
る
、
包
括
連
携
に
関

す
る
協
定
の
調
印
式
を
竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し

た
。

　

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
取
り
組
み  

は
県
内
及
び
全
国
へ
発
信
し
、
今
後  

の
市
地
域
支
援
事
業
の
普
及
、
発

展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

続
い
て
、
同
会
場
で
「
新
し
い
地

域
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
in
竹
田
～
み
ん
な
で
つ
な
ご

う
、
助
け
合
い
の
輪
～
」
が
開
催
さ

　
７
月
12
日
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害

の
発
生
か
ら
３
年
目
と
な
る
『
竹
田

市
防
災
の
日
』、
防
災
意
識
の
高
揚

及
び
減
災
の
啓
発
を
目
的
と
し
て
、

大
分
大
学
と
の
連
携
し
て
「
竹
田
市

防
災
の
日
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
竹
田

　

全
国
47
都
道
府
県
の
給
食
を
集

め
た
「
日
本
全
国
給
食
図
鑑 

西
日

本
編
」（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
出
版
）
に
、

竹
田
市
の
小
学
校
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
サ
フ
ラ
ン
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
が

掲
載
。

　
「
特
産
物
サ
フ
ラ
ン
を
ぜ
い
た
く

に
つ
か
っ
た
サ
フ
ラ
ン
カ
レ
ー
は
、

郷
土
の
味
を
満
喫
で
き
る
メ
ニ
ュ

ー
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 「サフランカレー」

　　　　　 給食図鑑に！

れ
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課
の

服
部
真
治
課
長
補
佐
は
「
新
し
い
地

域
支
援
事
業
を
活
用
し
た
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
」、
公
益
財
団
法
人

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
の
堀
田
力
会
長

は
「
み
ん
な
が
創
る
助
け
合
い
の
社

会
」
と
題
し
て
講
演
。

　

ま
た
、
福
岡
県
福
津
市
、
竹
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
竹
田
市
経
済

活
性
化
促
進
協
議
会
に
よ
る
活
動

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
全
地
域
か
ら
地
区
社
協
や

住
民
の
み
な
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、関
係
者
ほ
か
多
数
参
加
。「
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
型
の

社
会
づ
く
り
」
を
考
え
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。 みんなで繋ぐ、

　　助け合いの輪
新しい地域支援のあり方を考えるフォーラム in 竹田

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

市
民
や
関
係
者
ほ
か
約
２
０
０
人

が
参
加
。
気
象
予
報
士
で
県
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
花
宮
広
務
さ
ん
が

「
ま
さ
か
に
備
え
る
～
竹
田
の
大
雨
・

地
震
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま

し
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
大
分
大
学
工
学
部

の
井
上
正
文
教
授
、
大
分
工
業

高
等
専
門
学
校
の
工
藤
宗
治
准

教
授
、
日
本
文
理
大
学
の
髙
見

大
介
助
教
、
大
分
大
学
の
小
山

拓
志
准
教
授
が
登
壇
し
、「
地

域
に
お
け
る
防
災
・
減
災
力
の

向
上
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ

に
、各
専
門
分
野
か
ら
の
意
見
、

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

竹田市災害ボランティア
  ネットワーク協議会が設立
　７月６日、「竹田市災害ボランティアネット
ワーク協議会設立総会」が竹田市総合社会福
祉センターで行われました。
　総会では規約などの議案が確認され、災害
等の緊急時に対応できる体制の確立を目的と
して「協議会」が設立されました。
　協議会会長には竹田市社会福祉協議会の
野田良輔会長（竹田市副市長）、副会長には
社会医療法人社団大久保病院の大久保健作
理事長と竹田市防災士会の添田紀夫会長の
２名が選出されました。
　野田会長は「有事の際にスムーズに連携が
できるよう、日頃から支援体制や情報の共有
を図りましょう」と挨拶を述べました。
　これまでの「竹田市ボランティアネットワー
ク会議」に新たに５団体が加わり、17 団体
で構成しています。
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

「
豊
か
な
水
環
境
創
出　

　

芹
川
会
議
」が
設
立
！

　
７
月
７
日
、「
豊
か
な
水
環
境
創
出

芹
川
会
議
」
設
立
総
会
が
湯
の
郷
ふ

れ
あ
い
館
研
修
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
は
、
芹
川
流
域
の
水
環
境

の
保
全
活
動
等
を
通
じ
て
、
魅
力
あ

る
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

 

活
動
方
針
と
し
て
、「
芹
川
に
汚

い
水
は
流
し
ま
せ
ん
」「
芹
川
に
学

び
、
親
し
み
、
感
謝
す
る
心
を
育
て

ま
す
」 「
芹
川
を
守
る
仲
間
を
ふ
や

し
ま
す
」 

と
い
う
３
つ
を
定
め
、
実

現
に
向
け
て
の
取
り
組
み
内
容
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
の
事
業
計
画

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
に
は
大
分
川
漁
業
協
同
組

瀧
廉
太
郎
を
偲
ん
で

　

瀧
廉
太
郎
の
命
日
に
あ
た
る
６
月

29
日
、
瀧
廉
太
郎
の
歌
を
う
た
う
会

（
後
藤
誠
子
代
表
）主
催「
１
１
３
回

忌
追
悼
祭
」
が
記
念
館
の
蔵
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
列
者
に
よ
る
献
歌
、

献
花
に
続
い
て
、
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
廉
太
郎
の
母
校
・
竹
田
小

学
校（
島
田
郁
郎
校
長
・
１
５
５
人
）

で
は
、顕
彰
行
事「
第
52
回
瀧
祭
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
が
廉
太

郎
の
生
涯
を
描
い
た
、
劇
『
瀧
廉
太

郎
物
語
』
を
熱
演
。
ま
た
学
年
ご
と

に
合
奏
と
合
唱
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

廉
太
郎
の
歌
は
、
竹
田
市
民
に
よ

っ
て
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
歌
い
継
が

れ
て
い
き
ま
す
。

自
宅
の「
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
」か
ら

　
竹
田
の
ま
ち
に
元
気
を
発
信
！

　

昨
年
11
月
に
帰
郷
し
た
振
付
師
・

Yucako

（
阿
南
由
香
）さ
ん
が
殿
町

に
あ
る
実
家
の
一
室
に
ダ
ン
ス
ス
タ

ジ
オ
を
改
修
。「
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
」「
ヴ

ォ
ー
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
教
室
を

開
き
、
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
南
さ
ん
は
高
校
卒
業
し
上
京
。

大
学
時
代
は
音
楽
と
ダ
ン
ス
の
勉
強

漬
け
の
日
々
。
そ
の
後
、ア
メ
リ
カ・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
り
、
ダ
ン
サ
ー

と
し
て
修
業
。
帰
国
後
は
芸
能
界
で

の
裏
方
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

を
経
て
再
び
渡
米
し
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
で
世
界
的
に
有
名
な
歌
手
マ
ド
ン

ナ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
仕
事
す
る

機
会
を
得
て
、
貴
重
な
経
験
を
重
ね

ま
し
た
。
以
降
、
ダ
ン
ス
の
振
付
け

や
音
楽
制
作
現
場
で
、
Ｃ
Ｄ
制
作
、

イ
ベ
ン
ト
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
は「
竹
田
の
発
展
の
た
め
に
、

町
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば

と
思
う
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

問Dance Studio Julie TEL080-
3099-5555

那須さんが久住高原の唄日本一大賞！
　7 月 4 日、5 日の 2 日間、「第 18 回久
住高原の唄日本一大会」が久住公民館く
じゅうサンホールで開催されました。
　高年、壮年、青年、少年少女の各４部
門に、県内外から 123 名が出場。迫力の 
ある唄声が館内に終日響いていました。
主な結果は次のとおり〔敬称略〕
第17回久住高原の唄日本一大賞、日本民謡協会賞】那須記
男（宮崎県）／【少年少女の部】優勝・渡邉心優（熊本県）／

【青年の部】優勝・吉野晃聡（日田市）／【壮年の部】優勝・那
須記男（宮崎県）／【高年の部】優勝・島田繁俊（熊本県）

合
芹
川
支
部
の
工
藤
貴
良
支
部
長
、

副
会
長
に
は
長
湯
温
泉
旅
館
組
合
の

伊
東
義
文
組
合
長
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

構
成
団
体
は
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工

会
直
入
支
所
や
長
湯
温
泉
旅
館
組

合
、
直
入
町
飲
食
店
組
合
、
長
湯
温

泉
観
光
協
会
ほ
か
、全
18
団
体
。（
支

援
メ
ン
バ
ー
は
竹
田
市
直
入
支
所
ほ

か
16
団
体
）

↑「力を合わせてこの川をきれいにしましょう」
　と挨拶する工藤会長

↑渡邉さん、吉野さん、那須さん、島田さん 〔写真左から〕

↑意見発表する市内中学校、高校生のみなさん↑子ども放課後教室でダンスの指導をする阿南さん

↑「第52 回瀧祭」（竹田小学校）

温かく見守る社会を築いて！
　７月４日、ふれあいと対話で明るい社
会を築いていこうと、『第 65 回社会を明
るくする運動竹田市民大会』が竹田市総
合社会福祉センターで開催されました。
　第３部は中学生・高校生意見発表会。
生徒たちの心温まる発表は会場の参加者
の共感を呼び、盛大な拍手が送られてい
ました。

↑113 回忌追悼祭（瀧廉太郎記念館蔵）
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小お

川が
わ
し
ん慎

太た

郎ろ
う （

竹
田
警
察
署
）

 竹
た け

田
た

高
こ う こ う し ょ ど う

校書道・吟
ぎ ん え い

詠部
ぶ

 

この夏、全国大会に出場する方々、九州大
会出場報告に訪れた方々をご紹介します。
選手たちに、熱い応援をお願いします！

（敬称略）

　小川慎太郎さん（竹田警察署地域
課）が８月 22 日㈯、23 日㈰に大分
県国東市（アストくにさき）で開催される「平
成 27 年国民体育大会　第 35 回九州ブロッ
ク大会」ウェイトリフティング（成年男子）
77㎏級に出場。「代表選手として自覚をもと
に、頑張りたい！」と語ってくれました。
　竹田の安心・安全のために日夜勤務を全う
する小川さんが悲願の「国体出場」を懸けて、
全力で挑みます。

　竹田高校山岳部が「第 70 回国民体育大会 第
35 回九州ブロック大会山岳競技（リード・ボル
ダリング）」（7/18 ㈮～ 19 ㈯・ 大洲運動公園〔大
分市〕）に出場しました。 

【男子】後藤啓吾（3 年）、佐伯悠史（3 年）
【女子】工藤栞（3 年）、佐藤楓（3 年）〔写真左から〕

　竹田高校山岳部は、「全九州高等学校登山競技」（7/3から3日
間・英彦山山系・古処山山系〔福岡県〕）に出場しました。

【男子】第４位・朝倉貴弘、大神尚也、佐藤卓弥、田口翔平（ともに
２年）〔写真後列左から〕

【女子】第２位・衞藤舞、小澤咲希、吉野穂香、岸野紗羽（ともに２
年）〔写真前列左から〕

県代表としての誇りと自信を胸に！
　竹田高校山岳部は「平成 27 年度全国高等学校総合体育大
会・登山競技 2015 君が創る近畿総体　風になれ 今青春 走
り出す〔インターハイ〕8/7 ㈮～ 10 ㈪）・滋賀県〔高島ト
レイル・比良山系〕）に出場します。
　山岳部を代表して伊東大輔さんが「インターハイでは、
大分県代表としての誇りと自信を胸に、必ず優勝をしてき
ます！」と決意を語ってくれました。

【男子】伊東大輔（3年）、大津龍三（3年）、後藤諒圭（3年）、
高野寛成（3年）〔写真後列左から〕 

【女子】吉岡奈那（3年）、赤木愛（3年）、吉良和華（3年）、友
永早紀（3年） 〔写真前列右から〕

心を込めて書き上げる！

　竹田高校書道・吟詠部が「第 39 回
全国高等学校総合文化祭・びわこ総
文」（8/1 ㈯・野洲文化ホール〔滋賀
県〕）の書道部門、吟詠剣詩舞部門に
大分県チームとして出場します。羽
田野若奈さんは「３年生最後の総合
文化祭、悔いの残らないように頑張っ
てきます」と決意表明を述べました。 

【吟詠剣詩舞部門】河野柚奈（３年）、
羽田野若奈（３年）〔写真左から〕

 

竹た
け

田た

高こ
う
こ
う
さ
ん
が
く

校
山
岳
部ぶ 
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輝け！竹田の星

 

興こ
う
ろ
ぎ
あ
き
ら

梠
聖 

・
植う

え

田だ

瑞み
ず

穂ほ

　（
竹
田
中
出
身・昭
和
学
園
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
）

　第 67 回全日本高等学校女子ソフトボール選手
権大会に大分県代表として日田市の昭和学園高等
学校が出場。竹田中学校出身の興梠聖さん（3 年）〔写
真左〕と植田瑞穂さん（２年）〔写真右〕は「このチ
ームで 1 試合でも多くプレーできるように、全力で
頑張りたい」と燃えている。活躍を期待しています！

　　 少年剣士が全国に挑む！
　7月28日から30日までの3日間、東京・日本武道館で開催
される「第50回記念全国道場少年剣道大会」に出場。

【剣誠館】先鋒・渡部海翔（都野中１年）、次鋒・後藤優太（緒
方中２年）、中堅・朝倉碧（都野中１年）、副将・荒巻拓海（都
野中３年）〔写真後列右から 2 番目〕、大将・吉野武尊（都野中３年）

【光明館】先鋒・深田捺巳（竹田南部中３年）〔写真後列左〕

　剣誠館の吉野武尊くんは「全国大会ではまず勝つことを目
標にしたい！」、光明館の深田捺巳くんは「一戦、一戦を大切に
頑張って上位を目指したい」 と、力強く決意を述べました。

最後まであきらめない、直入魂
　「第35回全国バレーボール小学生大会全国大会〔混合チー
ム〕」に出場。キャプテンの直入小６年の柏木天空くんは「最
後まで諦めない、直入魂で頑張りたい！」と決意表明。大会は
８月11日から４日間、会場は東京・武道館です。
柏木天空（キャプテン・６年）、田邉翔真（５年）、山田藍梨（６
年）、河野竜也（６年）〔写真後列左から〕

柏木心音（４年）、天後桃香（４年）、佐藤恵菜（３年）、柏木
美虹（１年）〔写真前列左から〕

※そのほかのメンバーは、馬場温都（５年）くんです。

 

直な
お
い
り入

小
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　8/4㈫～８㈯、京都府京丹後市
（久美浜湾カヌー競技場）で開催
される「平成27年度全国高等学
校総合体育大会」のカヌー競技・
Ｋ-４（カヤックフォア）の部に中
村仙汰さん（大分舞鶴高校２年・
都野中出身）が出場します。
　中村さんは「大分の代表とし
て、３位入賞が果せるように頑
張りたい」と語ってくれました。

 森
も り

　大
た い

至
し

（都野中出身・杵築
高等学校剣道部 ） 

 深
ふ か

田
た

望
の ぞ

史
み

（竹田南部中出身・大分
舞鶴高等学校剣道部 ） 

　８/3 ㈪～６㈭、和歌山県（和歌山ビッ
グホエール）で開催される「平成 27 年度
全国高等学校総合体育大会」の剣道競技・
男子個人の部に深田望史さん（大分舞鶴
高校３年・竹田南部中出身）が出場します。
　深田さんは「すべての力を出し切り、家族
や関係者に結果で恩返しをしたい」と語って
くれました。

　８/3 ㈪～６㈭、和歌山県（和歌山ビ
ッグホエール）で開催される「平成 27
年度全国高等学校総合体育大会」の剣
道競技・男子団体の部に森大至さん（杵
築高校３年・都野中出身）が出場します。
　森さんは「夢の日本一を目指し、仲間
を信じて頑張りたい」と語ってくれました。

 中
な か む ら せ ん

村仙汰
た

（都野中出身・大分舞
鶴高等学校カヌー部）  阿

あ

南
な ん け い

恵子
こ

（竹田中出身・日本文理大
学女子ソフトボール部 ） 

　第 67 回全日本総合選手権九州
予選大会（7/12・鹿児島県）に日本
文理大学女子ソフトボール部が出場
し、見事優勝。投手の阿南恵子さん

（竹田中学校出身・１年）は、大会４Ｈ
Ｒを放つなど大活躍しました。
　次は「全日本総合選手権」（9/19
～ 21・岩手県）に出場し、日本一を
目指します！

 

剣け
ん
せ
い
か
ん

誠
館
・
光こ

う
み
ょ
う
か
ん

明
館 



広報たけた 平成 27 年8 月号 14

夏
休
み
の
自
由
研
究
・
工
作
に
！

「
子
ど
も
創
作
塾
」

参
加
者
募
集
！

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

①
「
親
子
で
楽
し
む
英
会
話
」　

　

講
師
・
阿
南
修
平 

　
８
／
９
㈰　

午
前
９
時
～
11
時　

　
（
創
造
の
丘
研
修
室
）

　
※
筆
記
用
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

②
「
簡
単
で
楽
し
い
工
作
教
室
」

　

講
師
・
阿
南
直
秀

　
８
／
９
㈰　

午
後
１
時
～
３
時　

　
（
創
造
の
丘
研
修
室
）

　
※
軍
手
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

③
「
月
と
土
星
を
観
よ
う
」

　

講
師
・
馬
場
尚
登

　

８
／
22
㈯　

午
後
７
時
～
９
時　

　
（
創
造
の
丘
広
場
）

参
加
料　
１
回
に
つ
き　
３
０
０
円

申
込
方
法　
原
則
と
し
て
３
回
と
も

参
加
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

学
年
を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
は
各
自
準
備
。
小
学
４・５
・

６
年
生
対
象
。

締
切
日　
８
月
20
日
㈭
ま
で

問
・
○申　
岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会

（
竹
田
創
生
館
）
☎
63-

２
６
３
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
４-

62-

４
１
０
０

本
丸
跡
ま
で
無
料
で
送
迎
！

岡
城
跡
登
城
バ
ス
が
運
行
ス
タ
ー
ト

　

岡
城
跡
登
城
バ
ス
の
運
行
開
始
式

が
Ｊ
Ｒ
Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
の
ス
タ
ー
ト

に
合
わ
せ
て
７
月
１
日
、
岡
城
駐
車

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

登
城
バ
ス
は
、
国
指
定
史
跡
「
岡

城
跡
」
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら

お
う
と
、
身
体
の
不
自
由
な
方
や
高

齢
者
な
ど
登
城
が
難
し
い
方
を
対
象

に
駐
車
場
か
ら
本
丸
東
側
の
東
中
仕

切
り
付
近
ま
で
移
送
し
ま
す
。

　

運
行
は
土
・
日
・
祝
日
の
み
で
す

が
、
春
と
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
等
は

期
間
限
定
で
毎
日
運
行
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
朝
10
時
か
ら
午
前
中
３

往
復
、
昼
12
時
30
分
か
ら
午
後
７
往

復
。
乗
車
料
金
は
無
料
で
す
。

　

ま
た
、
日
没
～
午
後
９
時
ま
で
は

大
手
門
下
石
垣
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

実
施
中
。
幻
想
的
な
眺
め
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

竹
田
駅
か
ら
岡
城
跡
行
き 「
城
下
町

周
遊
バ
ス
」
が
運
行
ス
タ
ー
ト

　

ま
た
、
７
月
４
日
、
豊
後
竹
田
駅

か
ら
竹
田
城
下
町
を
経
由
し
、
岡
城

駐
車
場
ま
で
を
周
遊
す
る
「
城
下
町

周
遊
バ
ス
」
の
運
行
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

バ
ス
停
留
所
は
「
豊
後
竹
田
駅
」

「
歴
史
資
料
館
前
」「
廣
瀬
神
社
下
」

「
岡
城
駐
車
場
」の
４
か
所
。
土・日・

祝
日
限
定
で
５
０
０
円
の
ワ
ン
コ
イ

ン
で
利
用
で

き
ま
す
（
小

学
生
以
下
無

料
）。
９
月

末
ま
で
。

夢
を
叶
え
る
観
光
バ
ス

「
里
山
保
全
親
子
森
林

教
室
」
参
加
者
募
集
！

日
時　

８
月
22
日
㈯　

午
前
10
時

　
　
　

～
午
後
３
時

場
所　
緩
木
神
社
横「
こ
し
き
の
杜
」

　
　
　
（
竹
田
市
九
重
野
緩
木
）

内
容　
竹
箸
作
り
、
植
物
観
察
、
竹

　
　
　

か
ご
作
り
（
も
し
く
は
シ
ュ

　
　
　

ロ
の
葉
昆
虫
づ
く
り
）、
竹

　
　
　

飯
づ
く
り
、
流
し
そ
う
め
ん

　
　
　

等

参
加
料　
１
人　
５
０
０
円

定
員　
30
名

締
切
日　
８
月
20
日
㈭
ま
で

問
・
○申　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山
保
全
竹

活
用
百
人
会　
☎
63-

２
６
３
８

  

夏
休
み
講
座
・
教
室

「山の日」
開催日　８月 11 日㈫
開催会場　九重町長者原園地ほか
○記念式典　10：30 ～ 11：30 
　アトラクション
　１ 主催者・来賓あいさつ
　２ 山に対するメッセージ紹介
　３ 記念合唱「坊がつる讃歌」
　４ 地元小学生による「山の日」宣言
○記念イベント　11：30 ～ 15：00
　・イベント内容（九重町・竹田市内）
　　親子登山、ノルディック・ウォーキング、
　　自然観察会ほか
　・体験・展示ブース（長者原園地内）
　　九重ふるさと自然学校による展示など
主催　大分県、九重町、竹田市
後援　環境省、林野庁、大分県教育委員会、
　　　全国「山の日」協議会
●お問い合せ
　大分県生活環境部生活環境企画課自然保護
　・温泉班（ダイヤルイン）097-506-3020

　「山の日」制定記念
　〝くじゅう連山〟ヤマ映像祭
　８・11 ㈫　14：00 ～ 16：00
　※入場無料（久住高原観光案内所〔久住さやか〕）
　問久住支所産業建設課　☎ 76-1115

↑岡城跡登城バス

↑　
城
下
町
周
遊
バ
ス

制定記念祭
in 大分・くじゅう
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観光・国際交流

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
と
映
画
鑑
賞

ド
イ
ツ
の
魅
力

程
度
）

　
※
本
大
会
は
予
選
に
な
り
ま
す
。

　

本
選
は
10
月
10
日
（
土
）
に
熊

　

本
市
国
際
交
流
会
館
で
ミ
ニ
オ
ク

　

ト
ー
バ
ー
・
フ
ェ
ス
ト
と
同
時
に

　

開
催
予
定
。

問　
竹
田
市
国
際
観
光
案
内
所

（
国
際
交
流
員
・
レ
ー
ナ
ー
・
ヴ
ァ
ネ

ッ
サ
）☎
０
９
７
４-

63-

４
８
０
７

⊠

・　koryu@city.taketa.lg.jp

↑新川床咲さんと堤加奈恵さん（写真左から）

笑顔で『竹田の魅力』を
全国に届けます！
竹田市観光キャンペーンレディが決定！

　大分県内と福岡市とその近郊に在住
する方を対象に募集した「竹田市観光
キャンペーンレディ」の２名が決定し、
７月 20 日、久住公民館で任命式が行
われました。
　当市の観光や特産品、イベントなど
の情報発信をしていただくのは、大分
市在住の堤加奈恵さん（24 歳・会社員）
と、福岡市在住の新川床咲さん（22 歳・
医療事務員）。
　お２人とも「竹田の魅力をたくさん
の方に伝えたい」と張り切っています。
　笑顔が素敵な観光キャンペーンレデ
ィの活躍を期待しています！ 

「
中
国
語
」教
室
参
加
者
募
集

　

中
国
語
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

原
文
で
読
め
る
よ
う
に
、
発
音
、
文

法
な
ど
を
責
任
を
も
っ
て
指
導
し
ま

す
。
楽
し
く
勉
強
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
９
月
か
ら
毎
週
火
曜
日　

午

　
　
　

後
３
時
30
分
～
午
後
５
時
ま

　
　
　
で

場
所　
市
本
庁
舎
３
階
会
議
室

講
師　
姜
晶
（
ジ
ャ
ン　

ジ
ン
）

　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

授
業
料　
無　

料

募
集
人
員　
15
名
以
内

申
込
期
間　
８
月
10
日
㈪
～
25
日
㈫

ま
で

問
・
○申　
国
際
観
光
案
内
所　
☎
63-

４
８
０
７
（
姜
晶
ま
で
）

⊠

・　jiang@
taketan.jp

　

ド
イ
ツ
の
魅
力
を
み
ん
な
で
語
っ

た
り
、
共
感
し
あ
っ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
日
本
語
で
「
ド
イ
ツ
の

魅
力
」
を
発
表
す
る
「
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
」
と
、
映
画
鑑
賞
会
を
開

催
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
が
大
好
き
な
仲

間
と
出
会
う
機
会
で
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時　

８
月
29
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
～
午
後
４
時
終
了
予
定

会
場　

竹
田
市
高
齢
者
い
き
い
き

交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
・
映
画
鑑
賞
会　
「
オ
ク
ト

ー
バ
ー
・
フ
ェ
ス
ト
のW

ies

︐n 
M

elodien

」、「
映
画
祭
受
賞
短
編

映
画
」(

計
３
本)

・
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト　
（
15
名

W
ies'n 
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ヒ
ュ
ー
ン
バ
リ
バ
リ
、
カ
ヤ
株
に

隠
れ
た
。
３
機
の
編
隊
で
艦
載
機
が

頭
の
上
を
通
り
過
ぎ
た
。
パ
ン
パ
ン

と
連
続
し
た
乾
い
た
音
。

　

昭
和
20
年
７
月
雨
上
が
り
の
ム
ン

ム
ン
す
る
野
原
「
石
岸
通
」「
ち
ょ

ろ
ち
ょ
ろ
川
」、
今
の
工
藤
養
豚
場

の
手
前
の
カ
ヤ
株
に
６
人
で
ネ
ズ
ミ

の
如
く
這
い
つ
く
ば
っ
て
隠
れ
た
。

　
「
た
ま
が
っ
た
の
う
」
と
佐
久
間

教
幸
先
輩
、
同
級
生
の
吉
野
孝
文
、

大
窪
尋
常
、
衛
藤
チ
ズ
子
、
一
級
上

の
家
近
英
治
。
空
襲
警
報
が
鳴
る
、

グ
オ
ー
ン
グ
オ
ー
ン
と
腹
に
響
く
Ｂ

29
の
爆
音
、
10
機
位
の
編
隊
を
組
み

上
空
を
東
か
ら
西
へ
と
行
く
。
何
処

で
爆
弾
を
落
と
す
の
だ
ろ
う
か
。
学

校
で
は
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
裏
の
松

林
（
今
の
農
協
の
倉
庫
の
と
こ
ろ
）

井
出
（
馬
場
井
路
）
を
ま
た
い
で
逃

げ
込
み
、
転
げ
込
む
者
も
い
る
。
特

に
１
、２
年
生
は
渡
り
き
れ
な
い
。

何
度
も
そ
ん
な
目
に
遭
う
。

友
軍
機
墜
落

　

く
じ
ゅ
う
連
山
は
厚
い
雲
、
夕
暮

れ
時
。
飛
行
機
の
爆
音
が
異
様
に
低

い
。
敵
機
か
…
ド
ォ
ー
ン
、
バ
ー
ン

…
爆
弾
が
落
ち
た
の
か
、
部
落
民
み

ん
な
が
出
て
山
を
見
る
。暫
く
し
て
、

村
役
場
の
人
た
ち
が
慌
た
だ
し
く
山

の
神
方
面
に
走
る
。
多
く
の
人
が
つ

い
て
登
る
。

　

久
住
山
白
口
岳
頂
上
側
面
に
友
軍

機
が
衝
突
し
た
と
の
こ
と
。
幹
部
兵

11
人
が
搭
乗
し
て
い
た
が
機
は
大
き

く
損
傷
し
全
員
死
亡
と
の
こ
と
。
杖

隠
し
付
近
か
ら
急
な
斜
面
を
登
り
遺

体
を
下
す
。
そ
の
う
ち
３
人
を
一
時

部
落
長
で
あ
っ
た
吉
田
三
鳥
さ
ん
宅

に
安
置
。
ほ
か
は
青
柳
、
向
原
、
小

柳
、
板
切
に
分
散
し
て
安
置
。
衝
突

現
場
は
雲
で
視
界
不
良
が
原
因
と
の

こ
と
。
大
き
く
破
損
し
た
機
体
。

　

そ
の
多
く
の
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
は
下

に
降
ろ
し
回
収
さ
れ
、
再
び
飛
行
機

の
材
料
に
す
る
と
の
事
。
そ
の
後
、

広
く
散
乱
し
た
機
体
の
一
部
は
野
の

迫
、
杖
隠
し
周
辺
に
落
ち
て
い
て
持

ち
帰
る
者
も
い
た
。
今
で
も
衝
突
の

傷
跡
が
残
り
大
雨
の
時
は
崩
壊
し
て

お
り
、遠
く
か
ら
で
も
良
く
見
え
る
。

お
帰
り
な
さ
い

　

母
の
姉
弟
３
人
、
長
男
幸
男
は
南

方
ル
ソ
ン
島
で
戦
死
、
弟
、
兆
が
北

支
か
ら
シ
ベ
リ
ヤ
に
終
戦
後
抑
留
さ

れ
生
死
不
明
で
あ
っ
た
が
１
年
半
振

り
に
帰
還
す
る
。
母
（
ツ
ヤ
子
）
の

父
母
（
福
間
カ
ド
）
の
家
に
身
内
の

者
が
集
ま
っ
て
い
た
。
６
月
麦
植
え

が
終
わ
っ
て
い
た
と
思
う
。
痩
せ
た

体
に
日
焼
け
し
た
様
な
朝
黒
い
顔
、

国
防
色
の
服
、
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
を
背
負
い
、
ゲ
ー
ト
ル
を
足
に

巻
き
、
擦
り
切
れ
た
革
靴
、
よ
れ
よ

れ
の
戦
闘
帽
子
を
被
り
、
庭
の
入

口
に
立
っ
て
い
た
姿
、
カ
ド
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
駆
け
寄
り
手
を
と
っ
て
喜
ぶ

姿
。
皆
、
泣
い
て
い
た
。

　
「
峻
」
と
言
っ
て
叔
父
さ
ん
か
ら

頭
を
撫
で
ら
れ
た
。
多
く
の
帰
還
兵

は
舞
鶴
に
上
陸
し
た
と
良
く
言
わ
れ

て
い
た
。
待
っ
て
も
帰
ら
な
い
人
も

い
た
。
複
雑
な
思
い
を
す
る
人
が
多

か
っ
た
と
思
う
。

戦
死
者
１
１
３
名

　

当
時
、
子
ど
も
に
は
な
か
な
か

解
ら
な
か
っ
た
が
、
支
那
事
変
や
大

東
亜
戦
争
で
何
十
万
と
い
う
尊
い
命

が
失
わ
れ
、
都
野
地
区
だ
け
で
も

１
１
３
名
も
い
た
。そ
れ
も
若
い
命
、

国
土
は
荒
れ
果
て
、
そ
の
復
興
に
は

図
り
き
れ
な
い
苦
難
を
し
て
今
が
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
尊

い
犠
牲
の
上
に
あ
る
事
を
。

　

歴
史
を
み
る
と
、
人
類
は
常
に
戦

う
動
物
な
の
か
。
語
り
継
ぐ
な
か
で

そ
れ
は
や
め
よ
う
…
…
。

そ
の
時
小
学
校
２
年
生
だ
っ
た

　

川　
越　
竣　
市
（
石
原
・
78
歳
）　

Ｂ
29
の
墜
落
現
場
を
見
て

　

田　
辺　
不
二
子
（
市
用
・
80
歳
）　

　

今
年
は
終
戦
か
ら
70
年
。
戦
争

体
験
が
な
い
世
代
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
平
和
憲
法
が
揺
ら
ぎ
、 

戦 ↑川越竣市さん

語り継ぐ戦争体験
竹田で生まれ育った市民の方々による「戦争体験談」をご紹介します。
戦後 70 年の今こそ悲惨な戦争、尊い平和について考えましょう。   　 
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↑
1
１
３
柱
の
英
霊
が
眠
る
墓
地
公
園
（
昭
和
を

　
語
り
継
ぐ　
私
の
戦
争
体
験
〔
都
野
地
区
戦
争

　
を
語
り
継
ぐ
会
〕よ
り
）



2015年8 月発行17

争
に
対
す
る
危
機
感
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
も
う
一
度
、
日
本
の
宝

で
あ
る
「
日
本
国
憲
法
」
を
み
ん

な
で
考
え
平
和
な
日
本
で
あ
り
続

け
る
事
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

70
年
前
の
５
月
５
日
、
10
歳
の

私
の
心
に
最
も
強
烈
な
印
象
を
残

し
た
の
は
、
Ｂ
29
と
日
本
機
の
空

中
戦
を
間
近
で
見
た
こ
と
で
す
。

　

朝
、
学
校
へ
行
く
た
め
一
人
で

家
を
出
て
間
も
な
く
爆
音
が
し
て
、

空
を
見
上
げ
る
と
、
抜
け
る
よ
う

な
美
し
い
青
空
に
、
美
し
い
飛
行

機
が
一
機
、
目
に
入
り
ま
し
た
。

咄
嗟
に
山
道
の
方
へ
走
っ
て
学
校

へ
向
か
い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
あ

ぶ
な
い
か
ら
山
道
を
行
く
よ
う
に

注
意
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
当

時
の
私
た
ち
は
胸
に
名
札
を
つ
け
、

防
空
頭
巾
を
持
ち
、
竹
の
皮
に
包

ん
だ
に
ぎ
り
ご
は
ん
と
、
水
筒
を

持
っ
て
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
教

室
で
食
事
を
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

　

小
さ
な
飛
行
機
が
大
き
な
機
体

に
向
か
っ
て
上
に
な
り
、
下
に
な

り
し
て
、
空
中
戦
だ
な
と
思
い
山

道
づ
た
い
に
走
り
な
が
ら
振
り
返

り
、
振
り
返
り
随
分
走
り
ま
し
た
。

敵
か
味
方
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

１
機
が
見
え
な
く
な
り
間
も
な
く

機
体
が
火
を
噴
き
な
が
ら
私
の
方

へ
だ
ん
だ
ん
と
大
き
く
迫
っ
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
追
わ
れ

る
様
に
学
校
へ
向
か
っ
て
走
り
、

ま
た
振
り
返
る
と
、
白
い
ふ
わ
ふ

わ
し
た
も
の
が
２
つ
見
え
ま
し
た
。

飛
行
機
の
前
の
１
つ
が
だ
ん
だ
ん

近
づ
く
に
つ
れ
、
落
下
傘
で
あ
る

事
が
わ
か
り
、
人
も
見
え
る
ま
で

に
降
り
て
き
ま
し
た
。
怖
く
も
あ

り
、
見
た
く
も
あ
り
、
振
り
返
り

振
り
返
り
校
内
に
入
っ
て
石
段
を

駆
け
の
ぼ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、

大
き
な
音
が
し
て
飛
行
機
の
片
は

ね
が
き
り
き
り
舞
い
し
な
が
ら
離

れ
て
落
ち
、
丸
い
物
体
も
落
ち
、

飛
行
機
も
地
響
き
と
と
も
に
落
ち

て
見
え
な
く
な
り
、
黒
煙
が
う
し

ろ
の
方
で
、
も
く
も
く
と
上
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
機
体
が
墜
落
し

た
と
こ
ろ
が
自
分
の
家
の
方
で
あ

る
事
が
と
て
も
気
に
な
り
、
家
族

が
心
配
で
足
が
す
く
ん
で
し
ま
っ

た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
校
庭
で
奉
安
殿
の
前
に

校
長
先
生
が
仁
王
立
ち
し
て
お
守

り
し
て
い
る
姿
は
真
剣
で
し
た
が
、

↑田辺不二子さん

　

７
月
14
日
、
平
成
27
年
度
竹
田

市
戦
没
者
追
悼
式
が
竹
田
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

遺
族
ら
１
５
０
名
が
参
列
し
ま
し

た
。

　

こ
の
式
典
は
、
先
の
大
戦
で
尊

い
命
を
捧
げ
た
竹
田
市
戦
没
者

１
９
０
６
柱
の
御
魂
を
追
悼
す
る

と
と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和
を

願
い
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
参
列
者
の
全
員
で

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
「
戦
後
70
年
を
迎
え
た
今
、
激
戦

地
・
沖
縄
の
記
録
な
ど
が
テ
レ
ビ

で
映
し
出
さ
れ
る
た
び
に
、
改
め

て
泣
け
る
美
談
な
ど
に
時
代
を
見

失
う
こ
と
だ
け
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
恒
久

平
和
、
世
界
平
和
へ
の
道
を
確
た

る
も
の
に
す
る
、
私
は
そ
う
信
じ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
よ
う

な
機
会
を
通
じ
、
平
和
の
有
り
難

さ
を
噛
み
し
め
、
先
人
か
ら
受
け

継
い
だ
有
形
無
形
の
財
産
は
次
代

を
担
う
若
人
に
確
実
に
継
承
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」

と
、
首
藤
市
長
。

　

ま
た
、
遺
族
を
代
表
と
し
て
、

羽
田
野
秀
夫
竹
田
市
遺
族
連
合
会

会
長
は
「
二
度
と
戦
争
を
起
こ
し

て
は
な
ら
な
い
、
私
た
ち
の
よ
う

な
遺
族
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う〝
原
点
〟に
今
こ
そ
立
ち
返
り
、

世
界
の
恒
久
平
和
実
現
に
向
け
て
、

遺
族
会
は
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し

た
い
」
と
、
追
悼
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

参
列
者
は
祭
壇
に
献
花
を
捧
げ
、

戦
没
者
の
御
魂
を
追
悼
す
る
と
と

も
に
、
世
界
の
平
和
を
願
い
ま
し

た
。

↑献花をする竹田市遺族連合会の羽田野会長

戦後70年　世界の平和を願う
平成27年竹田市戦没者追悼式

↑黙とうを捧げる参列者のみなさん

語り継ぐ戦争体験
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今
思
う
と
何
か
お
か
し
い
気
が
し

ま
す
が
当
時
と
し
て
は
当
然
の
事

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
学
校
で
は
勉

強
ど
こ
ろ
で
は
な
く
次
々
と
情
報

が
飛
び
交
い
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で

し
た
。
お
昼
近
く
に
な
る
と
、
村

人
の
大
勢
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、

な
か
で
も
熊
本
県
の
産
山
か
ら
馬

に
乗
っ
て
飛
行
機
を
追
っ
か
け
て

来
た
人
た
ち
、
竹
や
り
を
か
つ
い

で
い
る
人
、
日
本
刀
を
持
っ
て
い

る
人
た
ち
、
殺
気
だ
っ
た
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
た
よ
う
で
し
た
。

軍
隊
の
方
や
憲
兵
さ
ん
が
到
着
し

た
頃
に
は
、
住
民
も
や
っ
と
平
静

さ
を
取
り
戻
し
た
よ
う
で
、
落
下

傘
で
最
初
に
降
り
、
つ
か
ま
っ
た

米
兵
が
担
架
に
乗
せ
ら
れ
て
、
校

庭
の
下
の
道
端
に
お
ろ
さ
れ
、
竹

田
で
唯
一
の
外
科
医
・
加
藤
先
生

か
ら
手
当
を
受
け
て
い
る
の
を
見

て
い
ま
し
た
。
竹
や
り
や
刀
な
ど

で
突
か
れ
た
り
、
殴
ら
れ
た
り
し

た
傷
が
あ
ち
こ
ち
に
出
来
て
い
た

よ
う
で
し
た
。
特
に
背
中
の
傷
は

目
を
覆
う
ば
か
り
で
し
た
。
大
人

の
こ
ぶ
し
大
の
傷
は
え
ぐ
ら
れ
た

よ
う
で
、
痛
々
し
い
ば
か
り
で
し

た
。

　

医
師
の
手
当
て
が
終
わ
っ
た
時
、

グ
ロ
ー
ブ
の
よ
う
な
大
き
な
手
袋

を
医
師
に
差
し
出
し
、
お
礼
に
と

渡
し
た
よ
う
で
し
た
。
そ
の
時
、

兵
士
は
ほ
ほ
え
ん
で
い
る
様
に
見

え
ま
し
た
。
敵
と
し
て
で
は
な
く
、

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
子
ど
も
心

に
も
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ

の
時
の
米
国
人
の
ブ
ル
ー
な
目
を

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

２
人
目
の
米
国
人
は
、
憲
兵
に

つ
か
ま
り
目
隠
し
を
さ
れ
、
自
分

の
足
で
歩
い
て
、
学
校
の
下
で
車

に
乗
せ
ら
れ
ま
し
た
。
大
き
な
体

だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
罵
声
を
浴

び
せ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
を

投
げ
か
け
た
り
し
て
大
変
で
し
た
。

　

私
の
父
は
戦
争
に
行
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
も
し
父
が
同
じ
よ
う

な
こ
と
に
な
っ
た
ら
と
考
え
て
、

米
兵
を
憎
む
こ
と
が
出
来
ず
、
非

国
民
と
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
思
い
悩
ん
だ
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

我
が
家
か
ら
、
30
㍍
く
ら
い
の

と
こ
ろ
に
片
ば
ね
が
落
ち
、
家
の

上
を
通
り
数
百
㍍
先
の
地
点
に
墜

落
し
た
飛
行
機
の
お
か
げ
で
、
家

の
者
は
黒
煙
で
一
時
何
も
見
え
な

く
な
り
、
何
が
起
き
た
の
か
理
解

で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
飛
行

機
が
落
ち
た
こ
と
で
子
ど
も
た
ち

の
格
好
の
遊
び
場
と
な
り
、
焼
け

跡
か
ら
は
ガ
ム
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、

キ
ャ
ン
デ
ィ
な
ど
が
た
く
さ
ん
出

て
き
て
、
お
菓
子
に
飢
え
て
い
た

子
ど
も
た
ち
は
我
先
に
と
あ
さ
っ

た
も
の
で
し
た
。
現
在
の
子
ど
も

に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
が
、
食
べ
も
の
に
み
ん
な

飢
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
思
う
と
、
当
時
、
学
校
で
は

米
、
英
は
鬼
畜
だ
と
教
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
あ
の
ブ
ル
ー
の
目

を
し
た
米
兵
は
そ
う
は
見
え
な
か

っ
た
の
で
す
。
戦
争
は
人
々
の
心

ま
で
貧
し
く
変
え
て
、
大
人
た
ち

か
ら
、
見
ザ
ル
、
聞
か
ザ
ル
、
言

わ
ザ
ル
と
教
え
ら
れ
、
悪
夢
の
よ

う
な
あ
の
日
の
出
来
事
を
引
き
ず

り
成
人
し
て
、
人
々
は
語
る
こ
と

な
く
、
口
を
つ
ぐ
み
、
歳
を
重
ね

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

「
戦
争
体
験
」
を
伝
え
る
こ
と

　

歳
を
重
ね
る
た
び
に
、
忘
れ
よ

う
と
し
て
い
る
飛
行
機
の
墜
落
現

場
に
は
、
今
は
恩
讐
を
越
え
て
、

日
米
の
犠
牲
者
た
ち
の
供
養
と
二

度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返

さ
ぬ
た
め
に
「
殉
空
の
碑
」
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
毎
年
５
月
に
は
、

現
場
に
足
を
運
び
ま
す
。
当
時
を

偲
ぶ
面
影
も
無
く
な
り
ま
し
た
が
、

私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
「
戦
争

体
験
」
を
若
い
人
た
ち
に
伝
え
る

事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

語り継ぐ戦争体験
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↑毎年５月５日に行われる「殉空の碑」追悼法要（明治地区折立）

■「
戦
後
70
年
記
念
」講
演
会

戦
後
70
年
を
迎
え
て
　—「
国
際
化
の
中
の
日
本
」—

日
時　
８
月
22
日
㈯　
午
後
１
時
開
場　
午
後
２
時
開
演

場
所　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　
元
中
国
特
命
全
権
大
使　
阿
南
惟
茂
氏 

主
催　
竹
田
市
／
阿
南
惟
幾
大
将
顕
彰
会

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
総
務
課
市
長
公
室　
☎
63-

１
１
１
１（
内
線
２
０
０
）
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1
・【水琴館 】「早川和 近
作・同好会展」～8／12㈬

・「子育てフェスタ　by
夢苞」 10：00-13：00（竹
田市総合社会福祉セン
ター）

・ 第23 回ナイター陸上
「2015 ドリームゲームス

inおぎ」 16：00 ～（荻小
学校グラウンド）

2
・第11回市民球技大会
8：30 ～( 市民球場ほか
8 会場)

3
・荻の里温泉休館日

4
・ 竹田市歩こう会【早期
散策・魚住】午前5：50本
町マルショク集合 ※１

・おはなしのへや10：30-
11：00（竹田市立図書館
えほんのへや）

5
・【歴史資料館】「竹歴コ
レクション展　屏風の世
界」～９／27㈰
 ・１歳６か月児健康診査
13：00-13：20受付（竹田
市総合社会福祉センタ
ー）※15：30終了予定

・平成27年第８回竹田市
農業委員会総会　13：30
～（竹田市本庁舎３階委
員会室）

6
・竹田温泉「花水月」休
館日

・よりそいカフェ久住
13：00～（くらサポりん
どう）

7
・第32回子ども祭り IN
なおいり　9：00～（直入
公民館・Ｂ＆Ｇ直入海洋
センター体育館）

・第11回人権を守る市民
の集い【講演会】「差別と
戦争をなくすために」 13：
30～　講師・劇団俳優座
所属舞台女優　有馬理恵
さん（久住公民館くじゅ
うサンホール）

・よりそいカフェ竹田
13：30～（古町商栄会）

8
・佐藤義美と絵本とお
やつ 10：00～（佐藤義美
記念館）
 ・久住夏越祭り【前夜
祭】15：30～ 子供山車、
世渡太鼓（久住神社～
久住市街地）

9
・久住夏越祭り【御日】
8：30 ～　獅子、御神幸、
御帰り、本山車（久住神
社～久住市街地）

10 11
・おはなしのへや10：30-
11：00 （竹田市立図書館
えほんのへや）

・「山の日」制定記念くじ
ゅう連山ヤマ映像祭
14：00～（久住さやか）

・こころの健康相談
10：00-12：00（直入支所）
※要予約☎63-3346

・よりそいカフェ荻13：00
～（くらサポしらみず）

12 13
・竹田温泉「花水月」（お
盆期間営業中）

14
・TAOの夏フェス2015

（～30日㈭） 8:00～開場
／赤兜ライブ14:30～

〔休演日18・25日※貸切
公演28日は入場不可〕

・第12回小松明祭り〔一
斉点火19：00～〕（宮城
地区古園、上坂田、刈小
野、阿鹿野大橋一帯）
問宮城地区観光振興計
画推進委員会（宮城分館）
☎66-2014

15
・ 精霊流し19：00～（豊
後竹田駅前稲葉川河川
敷）

16 17
・荻の里温泉休館日
・子牛市場開催日　9：30
セリ開始（豊後豊肥家畜
市場）

18
・荻の里温泉休館日
・おはなしのへや
10：30-11：00（竹田市立
図書館えほんのへや）

19
・温泉療養文化館「御前
湯」休館日

・年金相談10：00-15：00
〔完全予約制 〕問☎097-

552-1211（竹田市高齢者
いきいき交流センター）

・大分県行政書士会無
料相談会13：00～16：00

（大分県行政書士会〔大
分市〕）問大分県行政書
士会事務局☎097-537-
7089

・４・10か月児健康診査
〔4か月〕13：15-13：30受付
〔10か月〕13：30-13：45受

付（総合社会福祉センタ
ー）※15:30終了予定

・ブックスタート14：00～
（総合社会福祉センター）

20
・竹田温泉「花水月」休
館日

・５歳児健康診査
13：00-13：20受付（竹田
市総合社会福祉センター）
※15:30終了予定

・こころの健康相談
13：30-15：30（荻福祉健
康エリア）
※要予約☎63-3346

21
・よりそいカフェ竹田
13：30～（古町商栄会）

・よりそいカフェ直入
13：00～（くらサポゆの
はな）

22
・【水琴館】「野尻幸三郎
十三回忌回顧展～野尻
玉洗（玉庵）と豊後南画
の先人達～」～8／30㈰

・「戦後70年記念」講演会
13：30～（竹田市総合社
会福祉センター多目的ホ
ール）

・里山保全親子森林教室
10：00-15：00（宮砥地区

・緩木神社横「こしきの杜」）
・第12回久住文化協会発
表会〔作品展示〕10：00
～〔舞台発表〕13：00～

（久住公民館）

23
・竹田市歩こう会【メンヒ
ル】8：30～こうとうさま
駐車場8：30集合 ※１

・郷土の植物に親しみ植
物を観察する会〔刈小野
原野の観察〕市役所前8：
30集合※２

24
・まるごと博物館～ゆか
りの地を訪ねる旅・竹田
篇～ 竹田市文化会館駐
車場8：50集合

・成牛市場開催日 9：30
セリ開始（豊後豊肥家畜
市場）

25
・おはなしのへや10：30
～11：00（竹田市立図書
館えほんのへや）

・こころの健康相談　
13：30-15：30（竹田市総
合社会福祉センター）
※要予約（☎63-3346）

・よりそいカフェ荻
13：00～（くらサポしら
みず）

26 27
・竹田温泉「花水月」休
館日

・交通事故相談所巡回相
談日（予約制）10：00-15：00
☎0974-63-1171（大分
県豊肥振興局）

・よりそいカフェ久住
13：00～（くらサポりん
どう）

・こころの健康相談
13：30-15：30（久住保健
センター）※要予約（☎
63-3346）

28
・よりそいカフェ直入
13：00～（くらサポゆの
はな）

29
・第39回大分合同新聞社
旗争奪早朝・夕暮れナイ
ターソフトボール中央大
会（竹田市総合運動公園
ほか）～30日 

・ドイツスピーチコンテス
ト 13：30-18：00（高齢者
いきいき交流センター）

30 31
・ 【市税納期限】
市県民税〔２期〕、国民健
康保険税〔５期〕、介護保
険料・後期高齢者医療保
険料〔２期〕

・【県税納期限】
個人事業税〔１期〕
問大分県豊後大野県税事
務所　☎0974-22-7501

8月
竹田市のこよみ

日　　 SUN 月　　 MON 火　　 TUE 水　　 WED 木　　 THU 金　　　FRI 土　　 SAT

農業委員会事務局からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日の場合は
直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100

2015年（平成27年）

たけたん情報

8月行政相談委員による行政相談所の開設一覧 
地域 相談日 時　　間 開　催　場　所
竹田 8月19日㈬ 10：00 ～ 12：00 竹田市社会福祉センター　相談室

荻 8月19日㈬ 10：00 ～ 12：00 荻公民館　幼児室
久住 8月19日㈬ 10：00 ～ 12：00 久住公民館　健康相談室
直入 8月19日㈬ 10：00 ～ 12：00 直入支所　小会議室 

※行政相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで〝困ったら一人で悩まず行政相談！”
　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

 

月
間・そ
の
他

○北方領土返還運動全国強調月間
〇食品衛生月間
〇電気使用安全月間
〇道路ふれあい月間
〇夏の省エネキャンペーン　6/1㈪～9/30㈬
〇水の週間　8/1㈯～7㈰
〇道路防災週間　8/25㈫～31日㈪
〇防災週間　8/30㈰～9/5㈯
〇建築物防災週間　8/30㈰～9/5㈯

■2015年9月上旬の予定
9月1日㈫・こころの健康相談13：30-15：30（直入支所）※要予約☎63-3346
　　　　・県民体育大会竹田市選手団結団式18：00～（竹田市総合社会福
　　　　　祉センター多目的ホール）
9月4日㈮・公民館みちょくれ祭り〔発表会と展示会ほか〕9：30-11：50（直入
　  　　　公民館ホール）
　　　　・竹田市畜産共進会出品受付7：00～／開会式8:30～（久住家畜総
　　　　　合センター審査場）
　　　　・【献血】10：00-16：00 （竹田市総合社会福祉センター多目的ホール）
9月6日㈰・いきいき健康フェスタ9：30-15：00（久住公民館くじゅうサンホール）
9月9日㈬ ・3歳児健康診査 13：00-13：20受付（竹田市総合社会福祉セン
　　　　　ター）※16：00終了予定



広報たけた 平成 27 年8 月号 20

  

行
事
・
イ
ベ
ン
ト

⃝

２
０
１
５
人
権
啓
発
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
た
け
た　

第
11
回
人

権
を
守
る
市
民
の
集
い

【
講
演
会
】「
差
別
と
戦
争
を
な
く

す
た
め
に
」
～
ふ
る
え
る
よ
う
な

怒
り
の
奥
底
に
す
が
る
よ
う
な
生
命

の
願
い
が
あ
っ
た
～

日
時　
８
月
７
日
㈮   

午
後
１
時
30

分
開
演

場
所　
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル

講
師　
有
馬
理
恵
さ
ん
（
劇
団
俳
優

座
所
属
舞
台
女
優
）

問
竹
田
市
人
権
・同
和
対
策
課

☎
63-

４
８
２
０

⃝

久
住
文
化
協
会
発
表
会

日
時　
８
月
22
日
㈯

　

作
品
展
示
等　

午
前
10
時
～

　

舞
台
発
表
等　

午
後
１
時
～

場
所　
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル
、機
能
回
復
訓
練
室
ほ
か

内
容　

展
示
部
門
で
は
、「
久
墨
会
」

や
「
久
住
能
面
会
」に
よ
る
作
品
展

示
、囲
碁
ク
ラ
ブ
に
よ
る
対
局
、ス
テ

ー
ジ
で
は
「
久
謡
会
」や
「
コ
ー
ル

リ
リ
ア
」ほ
か
６
団
体
が
歌
や
演
奏

を
披
露
さ
れ
ま
す
。

入
場
料　
無
料

問
久
住
文
化
協
会
発
表
会　
☎
76-

０
７
１
７

⃝

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
青
年

部
主
催
「
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
・パ
ー

ティ
ー
」

日
時　

 

９
月
13
日
㈰　

午
前
10
時

～
受
付

場
所　
陽
目
の
里
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
パ

ー
ク
（
荻
町
陽
目
）

定
員　

 

20
名
（
男
性
10
名　

女
性

10
名
）※
男
性
は
市
内
在
住
者
に
限
る

詳
細　
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会

　
☎
０
９
７
４-

76-

０
１
５
１

 

人
権
擁
護

全
国
一
斉「
高
齢
者・障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

日
時　
９
月
７
日
㈪
～
13
日
㈰　
　

　
〔
平
日
〕午
前
10
時
～
午
後
７
時　

　
〔
土
・日
〕午
前
10
時
～
午
後
５
時

電
話
番
号　
０
５
７
０-

０
０
３-

１

１
０
（
全
国
共
通
・ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
内
容　
高
齢
者
や
障
害
者
に
対

す
る
人
権
問
題
な
ど

問
大
分
県
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課　
☎
０
９
７-

５
３
２-

３
３
６
８

 

歴
史
資
料
館　

　
　
☎
63-

１
９
２
３

〔
開
館
時
間
〕
午
前
９
時
～
午
後
５

時〔
休
館
日
〕
８
月
３
日
㈪
、
10
日
㈪
、

17
日
㈪
、
24
日
㈪
、
31
日
㈪

〔
入
館
料
〕
一
般
２
０
０
円
、
小
中

生
１
０
０
円

※
共
通
券
、
団
体
料
金
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

テ
ー
マ
展
示
『
竹
歴
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展　
屏
風
の
世
界
』　
南

画
展
示
室
（
２
階
）

　
８
月
５
日
㈬
～
９
月
27
日
㈰　

当

館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
豊
後
南
画
の

たけたん情報

平成27年度　地区巡回健診日程表
お住まいの地区の巡回健診日を確認しましょう

   月　日 曜日 地域・地区 場　　　　　　　所
8月　3日 月

白　　丹 白丹公民館
8月　4日 火
8月　9日 日 直　　入 直入公民館
8月23日 日 久住全域 久住保健センター
8月30日 日 竹田全域 竹田市総合社会福祉センター

＊受付時間は 8：00 ～ 10：00
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屏
風
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

岡
城
の
在
り
し
日
の
姿
が
描
か
れ
た

《
寶
暦
岡
城
真
景
図
屏
風
》を
期
間
限

定（
８
月
30
日
ま
で
）で
公
開
し
ま
す
。

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館　
☎
63-

２
２
０
０

〔
開
館
時
間
〕
午
前
９
時
～
午
後
５

時〔
休
館
日
〕
８
月
３
日
㈪
、
10
日
㈪
、

17
日
㈪
、24
日
㈪
、31
日
㈪
（
13
日
㈭

〜
21
日
㈮
ま
で
は
資
料
整
理
と
展
示

替
え
の
た
め
臨
時
休
館
）

〔
入
館
料
〕
無　

料

⃝

早
川
和
近
作
・
同
好
会
展

　
７
月
22
日
㈬
～
８
月
12
日
㈬

　
一
水
会
会
員
の
画
家
早
川
和
さ
ん

（
殿
町
）
の
近
作
を
中
心
と
し
た
展

覧
会
で
、
油
絵
な
ど
計
30
点
を
展
示

⃝
野
尻
幸
三
郎
十
三
回
忌
回
顧

展　
～
野
尻
玉
洗
（
玉
庵
）
と
豊

後
南
画
の
先
人
達
～

　
８
月
22
日
㈯
～
30
日
㈰

　

草
刈
樵
谷
に
南
画
を
学
ん
だ
野
尻

幸
三
郎
さ
ん（
玉
洗
・
玉
庵
）の
十
三

回
忌
に
あ
わ
せ
て
回
顧
作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。
豊
後
南
画
の
継
承
に
情

熱
を
か
け
た
野
尻
さ
ん
自
身
の
作
品

や
田
能
村
竹
田
作
品
の
模
写
、
野
尻

家
伝
来
の
衛
藤
晴
邨
と
草
刈
樵
谷
の

作
品
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

 

佐
藤
義
美
記
念
館

〔
開
館
時
間
〕
午
前
９
時
～
午
後
５

時〔
休
館
日
〕　
８
月
３
日
㈪
、10
日
㈪
、

17
日
㈪
、
24
日
㈪
、
31
日
㈪

〔
入
館
料
〕　
一
般
３
０
０
円
・
小
中

学
生
２
０
０
円

⃝

「
佐
藤
義
美
賞
」
竹
田
童
謡

作
詩
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

佐
藤
義
美
の
顕
彰
活
動
の
一
環
と

し
て
、
毎
年
、「
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
よ
り
応

募
資
格
を
、
大
分
県
内
の
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
及
び
一
般
の
方
に

広
げ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。
竹
田
市

民
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
「
作
詩
」
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

募
集
締
切　
９
月
30
日
㈬
（
当
日
消

印
有
効
）

応
募
資
格　
大
分
県
内
の
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
・
一
般

応
募
方
法　
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

（
Ａ
４
）
に
縦
書
き

※
実
施
要
項
と
応
募
用
紙
は
竹
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

審　
査　
童
謡
詩
人　
矢
崎
節
夫
氏

発　
表　
11
月
上
旬
、
本
人
に
通
知

し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
作
品
の
送
り
先　
〒
８
７
８-

０
０
１
３　

竹
田
市
大
字
竹
田
１
７

３
５
番
地　

佐
藤
義
美
記
念
館

問・■申
竹
田
市
教
育
委
員
会　

生
涯

学
習
課　

☎
63-

４
８
１
７
／
佐
藤

義
美
記
念
館　
☎
63-

２
６
５
０

⃝

「
佐
藤
義
美
と
絵
本
と
お
や

つ
」
参
加
者
募
集

　

現
在
、
佐
藤
義
美
記
念
館
で
は
、

毎
月
第
２
土
曜
日
に
「
絵
本
と
童
謡

の
会
」
を
開
催
。
今
回
は
、
夏
休
み

特
別
企
画
と
し
て
「
佐
藤
義
美
と
絵

本
と
お
や
つ
」
を
行
い
ま
す
。
当
日
、

「
お
や
つ
」
を
準
備
し
ま
す
が
、
手

作
り
や
お
気
に
入
り
の
お
店
の
お
や

つ
、
お
取
り
寄
せ
し
た
お
や
つ
な
ど

の
持
ち
寄
り
も
大
歓
迎
で
す
。

日　
時　
８
月
８
日
㈯
午
前
10
時
～

場　
所　
佐
藤
義
美
記
念
館
（
竹
田

市
大
字
竹
田
１
７
３
５
番
地
）

内　
容　
佐
藤
義
美
の
作
品
の
読
み

聞
か
せ
、
手
品
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど

問・■申
竹
田
市
教
育
委
員
会　

生
涯

学
習
課　

☎
63-

４
８
１
７
／
佐
藤

義
美
記
念
館　
☎
63-

２
６
５
０

 

年　
金

日
本
年
金
機
構
よ
り
お
知
ら
せ

　
日
本
年
金
機
構
へ
の
不
正
ア
ク
セ

ス
事
案
で
は
、
皆
さ
ま
の
年
金
情
報

が
流
出
し
、
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
す
。
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。
政
府
は
、
皆
さ
ま
の
年
金

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
皆
さ
ま
に

お
気
を
付
け
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

｢

年
金
情
報
流
出｣

を
口
実
に
し
た

犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

日
本
年
金
機
構
を
名
乗
っ
て
口
座

番
号
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
者
や
、

「
流
出
し
た
個
人
情
報
を
削
除
し
て

あ
げ
る
」
と
持
ち
か
け
て
く
る
者
が

現
れ
て
い
ま
す
。

・
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
こ
の
件
で

お
客
さ
ま
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
流
出
が
確
認
さ
れ
た
方
へ
の

新
し
い
基
礎
年
金
番
号
は
、
郵
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件
で
お

客
さ
ま
に
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
⼀
切
あ
り

ま
せ
ん
。

・
日
本
年
⾦
機
構
が
、
こ
の
件
で
お

客
さ
ま
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
自
分
の
情
報
が
流
出
し
て
い
る

の
で
は
？
な
ど
、
ご
心
配
の
方
は
、

次
の
専
用
電
話
窓
口
、
ま
た
は
お
近

く
の
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
日
本
年
金
機
構
専
用
電
話
窓
口
】　

　
（
通
話
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

　
☎
０
１
２
０-

８
１
８
２
１
１

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

９
時
（
平
日
及
び
土
日
）

【
大
分
年
金
事
務
所
（
お
客
様
相
談

室
）】　

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２

１
１

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
月
～
金
曜
日
）
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消
費
者
行
政

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
注
意
喚
起

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
騙
し
取

る
詐
欺
に
注
意

　

突
然
自
宅
に
警
察
官
を
名
乗
る
者

か
ら
電
話
が
あ
り
「
振
り
込
め
詐
欺

の
犯
人
を
逮
捕
し
た
が
、
あ
な
た
の

口
座
が
悪
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
ま
ま

で
は
預
金
が
下
ろ
せ
な
く
な
る
の
で
、

カ
ー
ド
を
作
り
換
え
る
必
要
が
あ
る
」

な
ど
と
騙
し
て
暗
証
番
号
を
聞
き
出

し
、
警
察
官
や
銀
行
員
に
な
り
す
ま

し
た
共
犯
者
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

受
け
取
り
、
預
金
を
引
き
出
す
、
と

い
う
手
口
で
す
。
電
話
で
暗
証
番
号

を
聞
く
こ
と
は
絶
対
に
な
い
の
で
、
こ

の
よ
う
な
電
話
は
詐
欺
で
す
。
話
を

聞
く
と
相
手
の
ペ
ー
ス
に
巻
き
込
ま

れ
て
し
ま
う
の
で
、
話
を
聞
か
ず
す

ぐ
に
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
）☎
63-

４
８
３
４

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
月
～
金

　

平
日
の
み
）／
大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

 

試　
験

平
成
27
年
度
自
衛
官
募
集

対
象
者　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男

女　

※
航
空
学
生
に
つ
い
て
は
、
高

卒
（
見
込
み
）
18
歳
以
上
21
歳
未
満

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈯
～
９
月
８

日
㈫

*

男
性
の
自
衛
官
候
補
生
は
随
時

試
験
期
日
・
場
所

 

・
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生

　
９
月
19
日
㈯ （
竹
田
市
総
合
社
会

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

 
・
航
空
学
生　
９
月
23
日
㈬
（
大
分

　

商
工
会
議
所
）

 

・
自
衛
官
候
補
生
（
女
性
）　

９
月

　

25
日
㈮
・
26
日
㈯
（
大
分
県
中
小

　

企
業
会
館
）

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹

田
地
域
事
務
所　
☎
63-
３
３
２
０

大
分
県
警
察
官
募
集

対
象
者　
・
警
察
官
Ａ
（
昭
和
57
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
大

学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方
）

・
警
察
官
Ｂ
（
昭
和
59
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
方
を
除
く
）

・
初
級
〔
警
察
事
務
〕（
平
成
６
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

受
付
期
間　
平
成
27
年
８
月
３
日
㈪

か
ら
21
日
㈮
ま
で
（
郵
送
、
持
参
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

問
大
分
県
警
察
本
部
警
察
課
採
用

係　
☎
０
９
７-

５
３
６-

２
１
３
１

（
内
線
２
６
４
３
、２
６
４
６
）

 

退
職
金

中
小
企
業
の
退
職
金
を
国
の
制

度
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
な
ら
…

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

○
掛
金
は
全
額
非
課
税
。
手
数
料
も

不
要

○
社
外
積
立
型
（
管
理
が
簡
単
）

○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方（
加
入
可
能
）

※
中
退
共
は
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の

た
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

問
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３-
６
９
０
７-

１
２
３
４

 

福　
祉

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
「
ホ
ー
ム
ビ
ジ

タ
ー
養
成
講
座
」
受
講
生
募
集

　
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
と
は
、
子
育
て

経
験
者
が
親
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い

な
が
ら
支
援
す
る
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

に
基
づ
く
活
動
で
す
。
未
就
学
児
が

い
る
家
庭
に
週
１
回
約
２
時
間
程
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
）

が
訪
問
す
る
イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
家
庭

訪
問
型
子
育
て
支
援
で
す
。
育
児
の

悩
み
を
聴
い
た
り
、
家
事
・
育
児
の

お
世
話
を
行
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
タ
ー
養
成
講
座
（
全
８
回
）

に
原
則
と
し
て
全
日
程
に
出
席
で
き

る
方
で
、
終
了
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

活
動
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
経

験
を
活
か
し
ビ
ジ
タ
ー
と
し
て
、
子

育
て
に
頑
張
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
を

応
援
し
ま
せ
ん
か
？

対
象
者　
子
育
て
経
験
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も

募
集
人
数　
６
名

講
座
日
程　
10
月
８
日
～
11
月
25
日

（
毎
週
水
曜
日
）

場
所　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

受
講
料　
無
料

募
集
期
間　
９
月
15
日
（
火
）
ま
で

問
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
「
夢
と
ん
ぼ
」

☎
０
８
０-

５
７
９
２-

５
４
５
７
・

☎
63-

１
１
８
６
／
竹
田
市
社
会
福

祉
課
子
育
て
支
援
係　
☎
63-

４
８

１
１

たけたん情報
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お
お
い
た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ

ン
の
利
用
が
ス
タ
ー
ト
！

　
８
月
１
日
、
市
が
定
め
る
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
「
お
お
い
た
子
育
て

ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン
」
の
利
用
が
始
ま

り
ま
し
た
。
ク
ー
ポ
ン
は
８
月
初
旬

ま
で
に
ご
家
庭
に
届
く
よ
う
簡
易
書

留
で
発
送
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
子
育
て
支

援
係　
☎
63-

４
８
１
１

軽
度
・
中
度
聴
覚
障
が
い
児

補
聴
器
購
入
経
費
等
を
助
成

　

早
期
か
ら
の
言
語
発
達
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
の
た

め
、
公
的
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
18

歳
未
満
の
軽
度
・
中
度
聴
覚
障
が
い

児
を
対
象
と
し
た
補
聴
器
購
入
経
費

等
の
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】

　

次
の
①
～
③
を
全
て
満
た
す
18
歳

未
満
の
軽
度
・
中
度
聴
覚
障
が
い
児

が
対
象
で
す
。

　

①
竹
田
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

　

る
方
。

　

②
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
ｄ
Ｂ

　

以
上
で
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
く

　

補
聴
器
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い

　

方
。

　

③
補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
、
言
語

　

の
習
得
等
一
定
の
効
果
が
期
待
で

　
き
る
と
医
師
か
ら
判
断
さ
れ
た
方
。

※
本
人
ま
た
は
世
帯
員
の
う
ち
、
市
町
村

民
税
所
得
割
の
納
税
額
が
46
万
円
以
上
の

方
が
い
る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

【
助
成
内
容
】

○
対
象
経
費

・
新
た
に
補
聴
器
を
購
入
す
る
経
費

・
補
聴
器
の
修
理
に
要
す
る
経
費

・
耐
用
年
数
経
過
後
に
補
聴
器
を
更   

　
新
す
る
経
費

○
負
担
割
合

・
上
記
対
象
経
費
の
３
分
の
２
を
助

　
成
し
ま
す
。（
本
人
負
担
額
は
上

　
記
経
費
の
３
分
の
１
）

※
各
経
費
に
は
助
成
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課　

障
が
い

福
祉
係　
☎
63-

４
８
１
１

身
体
障
が
い
者（
聴
覚
）無
料
巡

回
相
談
会

日
時　
９
月
24
日
㈭

診
察　
〔
聴
覚
〕 午
後
１
時
30
分
～

※
検
査
は
午
前
中
に
行
う
予
定

※
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希
望

　

さ
れ
る
方
は
事
前
の
申
込
が
必
要

場
所　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

内
容　
①
対
象
者

　
・
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

　
　

付
を
受
け
た
い
方
、
ま
た
は
既

　
　

に
所
持
し
て
い
る
身
体
障
害
者

　
　

手
帳
の
等
級
を
変
更
し
た
い
方

　
　
（
聴
覚
）

　
・
補
装
具
費
の
支
給
を
受
け
た
い

　
　

方
（
補
聴
器
な
ど
）

　

※
補
装
具
の
適
合
判
定
は
２
週
間

　

前
ま
で
の
予
約
が
必
要
。
ま
た
補

　

装
具
製
作
業
者
も
同
席
で
す
の
で

　

業
者
と
相
談
の
う
え
、
２
週
間
前

　

ま
で
に
市
社
会
福
祉
課
障
が
い
福

　

祉
係
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
そ
の
他
、
身
体
障
が
い
者
福
祉

　

に
係
る
各
種
制
度
等
の
相
談
を
し

　

た
い
方

②
診
察
科
目

　
・
聴
覚
障
が
い （
大
分
大
学
医
学

　

部
附
属
病
院　
鈴
木
正
志　
医
師
）

※
担
当
医
師
は
、
当
日
の
都
合
に
よ

り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　
８
月
31
日
㈪
ま
で

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課　

障
が
い

福
祉
係　
☎
63-

４
８
１
１

 

健　
康

ダ
ニ
に
よ
る
感
染
症
に
ご
注
意
！

　

感
染
症
を
引
き
起
こ
す
ダ
ニ
（
マ

ダ
ニ
類
や
ツ
ツ
ガ
ム
シ
類
）
は
、
主

に
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
野
生
動

物
が
出
没
す
る
環
境
に
生
息
し
て
い

ま
す
が
、
民
家
の
裏
山
や
裏
庭
、
畑
、

あ
ぜ
道
、
市
街
地
周
辺
に
も
生
息
し

て
い
ま
す
。
マ
ダ
ニ
類
は
家
庭
内
に

生
息
す
る
ダ
ニ
と
は
違
い
、
長
時
間

（
10
日
間
以
上
の
こ
と
も
あ
る
）
吸

血
し
ま
す
。
見
つ
け
た
ら
早
め
に
と

り
の
ぞ
く
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
無

理
に
引
き
抜
こ
う
と
す
る
と
マ
ダ
ニ

類
の
口
器
が
皮
膚
に
残
っ
た
り
、
マ

Taketa  Information

ダ
ニ
の
体
液
を
逆
流
さ
せ
抗
原
体
が

体
内
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
無
理
に
取
ろ
う
と
せ
ず
、
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
早
急
に
皮
膚
科
な

ど
の
医
療
機
関
を
受
診
し
処
置
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

草
む
ら
や
藪
な
ど
に
入
る
と
き

は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
を
着

用
し
、
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
ま
た
帰
っ
た
際
は
、

マ
ダ
ニ
類
が
身
体
に
付
着
し
て
い
な

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
保
険
健
康
課　
☎
63-

４

８
１
０

予
防
接
種
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

特
に
忘
れ
や
す
い
も
の
と
し
て
９

歳
の
日
本
脳
炎
、
11
歳
の
二
種
混
合

が
あ
り
ま
す
。
母
子
手
帳
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。
無
料
で
受
け
ら
れ

る
予
防
接
種
も
、
接
種
期
間
が
ず
れ

て
し
ま
う
と
有
料
と
な
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
は
竹
田
市
立
こ
ど
も
診

療
所
を
は
じ
め
市
内
医
療
機
関
で
接

種
で
き
ま
す
の
で
、
体
調
管
理
の
し

や
す
い
夏
の
時
期
に
接
種
を
し
ま
し

ょ
う
。

（
竹
田
市
保
険
健
康
課
）

【利用できる子育てサービス等一覧】
利用できるサービス内容等 サービス対象者

保育所（園）の一時預かり事業
病児・病後児保育室「すずめの子たけた」
子育てサポートセンター

クーポンの対象のお子さんと、小学生まで
の兄弟姉妹で、かつ、事業者が対象として
定めている児童

育児月刊誌配本事業
 （クーポン申請時に窓口で申込み）

３か月 ( ６か月 ) から１歳２か月 (1 歳５か
月 )

インフルエンザ予防接種
自由診療によるフッ素塗布

クーポンの対象のお子さんと、小学生まで
の兄弟姉妹

※サービス提供機関等は、クーポンと同封の一覧、または竹田市ＨＰをご確認ください。
※クーポンの申請はお早めにお願いします。
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在
宅
管
理
栄
養
士
募
集

　

現
在
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
な
い
管

理
栄
養
士
の
皆
様
、
地
域
で
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
研
修
会
】

テ
ー
マ　
高
齢
者
に
対
す
る
訪
問
栄

養
指
導
等

日
時　

８
月
29
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
～
、
９
月
５
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
～
、
11
月
14
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
～

会
場　
大
分
県
社
会
福
祉
介
護
セ
ン

タ
ー
（
８
／
29
）、
大
分
商
工
会
議

所
（
９
／
5
、
11
／
14
）

問
（
公
社
）
大
分
県
栄
養
士
会
栄
養

ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
０
９
７-

５
５
６-

８
８
８
４

 

募　
集

第
30
回
記
念
竹
田
市
美
術
展
募
集

会　
期　
10
月
20
日
㈫
～
11
月
１
日

㈰　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
・
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で　
　

10
月
26
日

㈪
は
休
館
日

会　
場　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

応
募
資
格　
竹
田
市
在
住
者
・
竹
田

市
出
身
者
・
市
内
勤
務
者
・
高
校
生

以
上
の
者

出
品
点
数　
１
人
１
点
（
無
審
査
）

種
類
・
規
格　
種
類
…
絵
画
、
版
画
、

工
芸
、
彫
刻
（
展
示
可
能
な
作
品
）

規
格
…
作
品
サ
イ
ズ
は
自
由
・
平
面

作
品
は
額
装
す
る
こ
と
（
10
号
以
上

の
ガ
ラ
ス
装
は
不
可
・
ア
ク
リ
ル
可
）

出
品
料　
一
般
１
千
円　

学
生
無
料

展
示
・
飾
付　
10
月
18
日
㈰　

午
後

２
時
～
（
み
ん
な
で
作
る
展
覧
会
で

す
。展
示
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）

問
竹
田
市
美
術
協
会
事
務
局
（
阿

南
）
☎
63-

０
０
４
７　
も
し
く
は

☎
62-
２
６
１
９

 

住　
宅

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す

１
．
公
営
住
宅
（
市
営
10
戸
）

２
．
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
３
戸
）

申
込
方
法　
竹
田
市
住
宅
管
理
セ
ン

タ
ー
（
建
設
課
内
）
ま
た
は
各
支
所

産
業
建
設
課
に
備
え
付
け
て
い
る
入

居
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

８
月
10
日
㈪
～
21
日 

㈮　
※
土
・
日
を
除
く

抽
選
日　

８
月
26
日
㈬　

10
時
～ 

（
市
本
庁
舎
）

入
居
指
定
日　

9
月
16
日
ま
た
は
、

10
月
1
日

次
回
の
募
集
月
は
11
月
で
す
。

詳
細
は
大
分
県
住
宅
供
給
公
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー（
建

設
課
内
）
☎
63-

４
４
０
０

 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
！

不
審
な
電
話
・
訪
問
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
全
国
各
地
で
、
還
付
金
詐
欺
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
・

社
会
保
険
庁
・
市
町
村
・
広
域
連
合

の
職
員
を
装
い
、「
年
金
の
払
い
戻

し
が
あ
る
」「
医
療
費
の
戻
り
が
あ

る
」
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
を
だ

ま
し
取
ら
れ
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導

さ
れ
た
り
し
て
口
座
か
ら
現
金
を
引

き
出
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

・
不
審
に
思
わ
れ
た
時
に
は
す
ぐ
に
、

お
住
ま
い
の
市
町
村
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

後
発
医
薬
品
（
ジェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
開
発
に

は
、
長
い
年
月
と
、
莫
大
な
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
一
定
の
期

間
、
特
許
で
守
ら
れ
て
お
り
、
値
段

が
高
い
の
で
す
。

　
一
方
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

そ
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
発
売
さ
れ

ま
す
。
先
発
医
薬
品
と
同
じ
有
効
成

分
、同
じ
効
能・
効
果
を
も
つ
医
薬
品

で
、
先
発
医
薬
品
に
比
べ
て
低
価
格

で
手
に
い
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
先
発
医
薬
品
よ
り
安
価
で
、
経
済

たけたん情報

地域 住　宅　名 戸数 備　考

竹田

玉来第 1 団地 １ 単身可
玉来第 2 団地 １ 単身可
七里団地 ２ ※
下矢倉団地 ２ ※

荻
桜住宅（3 階建） １ 世　帯
栄住宅 ３ 世　帯

久住 さくら住宅 １ 35歳以下
の 単 身

※詳しくは、センターまでお問い合わせください。

地域 住　宅　名 戸数 備　考

竹田
七里団地F棟 １ 35歳以下

の 単 身

七里第2団地A棟 １ 世　帯

直入 ドイツ村 １ 世　帯

※詳しくは、センターまでお問い合わせく
　ださい。
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Taketa  Information

問＝お問い合わせ先　■申 ＝お申し込み先

問
柳
川
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
（
〒
８
３
２-

８
５
５
５　
柳
川
市

三
橋
町
正
行
４
３
１
）
☎
０
９
４
４

-

77-

８
８
６
３

 

相　
談

「
司
法
書
士
の
日
」記
念
無
料
相
談
会

日
時　

８
月
３
日
㈪　

午
前
９
時
～

午
後
４
時

場
所　

県
内
の
す
べ
て
の
司
法
書
士

事
務
所

問
大
分
県
司
法
書
士
会
事
務
局　

☎

０
９
７-

５
３
２-

７
５
７
９

 

防　
災

ご
存
じ
で
す
か
？

土
砂
災
害
警
戒
区
域

―
土
砂
災
害
か
ら
生
命
を
守
る
た
め
に

　

大
分
県
で
は
、
土
砂
災
害
に
よ
る

被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域

の
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
「
基

礎
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
お
い
て
、
皆
様
の

敷
地
内
の
立
ち
入
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
で
「
大
分
県
基

礎
調
査
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
土
木
建
築
部
砂
防
課

☎
０
９
７-

５
０
６-

４
６
３
４

 

竹
田
市
文
化
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

竹
田
市
文
化
会
館
、
竹
田
市
中
央

公
民
館
の
解
体
・
撤
去
工
事
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
の
た
め
工
事
期
間
中
は
、

車
の
乗
り
入
れ
や
人
の
立
ち
入
り
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

工
事
期
間　
平
成
27
年
８
月
〜
平
成

28
年
２
月

 

九
州
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

台
風
時
の
停
電
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

停
電
の
備
え　
強
風
で
飛
ば
さ
れ
電

線
を
切
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
は
、

あ
ら
か
じ
め
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
が
起
き
た
ら　
切
れ
た
電
線
は

感
電
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
大
変
危
険

で
す
。
絶
対
に
触
ら
ず
九
州
電
力
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

傷
つ
い
た
り
、
水
に
つ
か
っ
た
電

気
器
具
、
コ
ー
ド
は
漏
電
や
火
災
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
必
ず
電
気
店
な

ど
で
点
検
く
だ
さ
い
。

台
風
時
の
停
電
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

台
風
時
に
よ
る
停
電
時
に
は
、
電
話

が
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
台
風
等
非
常
災
害
時
の
停

電
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

問
九
州
電
力
株
式
会
社
三
重
営
業

所　
☎
０
１
２
０-

９
８
６-

５
０
５

 

久
住
高
原
観
光
案
内
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
久
住
高
原
案
内
所
・
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

す
。
広
報
た
け
た
７
月
号
で
、「
登
山
バ
ス

乗
車
料
金
は
無
料（
駐
車
場
料
金
は
有
料
）」

と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、「
駐
車
場
料
金
は

無
料
」
で
す
。
ま
た
、
事
前
予
約
は
「
２

日
前
」
ま
で
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

的
で
す
。
患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
の

軽
減
、
医
療
保
険
財
政
の
改
善
に
つ

な
が
り
ま
す
。

・
効
果
や
安
全
性
は
、
先
発
医
薬
品

と
同
等
で
す
。

　

国
で
は
、
後
発
医
薬
品
が
先
発
医

薬
品
と
同
レ
ベ
ル
の
品
質
・
有
効
性
・

安
全
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
欧
米
と
同
様
の
基
準
で
審
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
診
察
の
時
に
医
師
や
、
薬

剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接

言
い
づ
ら
い
方
は
、
市
町
村
窓
口
に

設
置
、
ま
た
は
７
月
に
送
付
し
ま
し

た
新
し
い
保
険
証
に
同
封
の
「
後
期

高
齢
者
医
療
の
し
お
り
」
に
貼
付
し

て
お
り
ま
す
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望

カ
ー
ド
」
を
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合　
☎
０
９
７-

５
３
４-

１
７
１

１
（
代
表
）、
竹
田
市
保
険
健
康
課

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
１
７
９
）

 

姉
妹
都
市
の
お
知
ら
せ

姉
妹
都
市
・
柳
川
市

北
原
白
秋
生
誕
１
３
０
年
「
白

秋
祭
」
献
詩
募
集
！

　

詩
聖
・
北
原
白
秋
先
生
の
ふ
る
さ

と
柳
川
で
あ
な
た
の
詩
を
朗
読
し
て

み
ま
せ
ん
か

形　

式　

自
由
詩
（
字
数
、
内
容
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
未
発

表
作
品
に
限
る
。
Ｂ
４
版
４
０
０
字

詰
原
稿
用
紙
を
ご
使
用
の
こ
と

　
※
お
１
人
に
つ
き
２
点
ま
で

募
集
期
間　
８
月
３
日
㈪
～
９
月
4

日
㈮
必
着

【
訂
正
】
広
報
た
け
た
７
月
号
別
冊
「
国
民

健
康
保
険
税
の
お
知
ら
せ
」
②
頁
で
、「
特

別
徴
収
」
の
段
「
保
険
税
を
年
金
か
ら
天
引

き
す
る
納
付
方
法
で
、
世
帯
の
国
保
加
入
者

が
全
員
65
歳
以
上
74
歳
未
満
の
場
合
は
…
」

と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
65
歳
以
上

75
歳
未
満
」
で
し
た
。（
竹
田
市
税
務
課
）
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平成27年8月　岡の里ふるさとＵターン情報
事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃　金 備考（資格等）

竹田合同タクシー株式会社 乗用旅客運送業 タクシー乗務員 3 15～23万 普通自動車二種免許
旭食品工業株式会社
大分工場 漬物製造 野菜つけ物工 5 13.2万 普通自動車免許（ＭＴ）

野菜つけ物工（フォークリフト作業あり） 1 16.2万 普通自動車免許（ＭＴ）
医療法人　健伸会　
ケアホーム「五つの実」

介護福祉事業（短期入所生活介護の
施設）

介護職 4 12.1～17.7万 介護福祉士またはヘルパー 2 級
正・准看護師 2 13.9～20.3万 看護師（正・准）

社会医療法人社団
大久保病院

医療・介護老人保健施設
グループホーム他介護保険サービス
関連事業

薬剤師 2 29.1～41.1万 薬剤師
正看護師（交替勤務） 2 24.1～33.7万 正看護師
介護福祉士 2 14.8～23.1万 介護福祉士

社会福祉法人　偕倖社
（悠々居）

特別養護老人ホーム
ショートスティ事業・グループホーム

正・准看護師 2 16.5～18.4万 正・准看護師
介護職 2 14.8～15.8万 できればヘルパー 2 級又は介護福祉士

大分県農業協同組合　
竹田事業部

金融　共済　経済　営農　ガソリン
スタンド

ガソリンスタンドスタッフ 1 12.3万 普通自動車免許（ＭＴ）　危険物乙種
購買店舗の商品販売業務 1 12.1万 普通自動車免許（ＭＴ）
共済事務 1 12.1万 普通自動車免許（ＭＴ）

医療法人　雄仁会（加
藤病院・岡の苑・和の郷・
木もれ陽）

医療・介護保険業等
認知症対応型グループホーム和の郷
有料老人ホーム木もれ陽

正看護師 1 21.9～27.3万 正看護師
准看護師 1 16.3～21.8万 准看護師
介護職 2 13.1万 ヘルパー 2 級あれば尚可

有限会社　工藤商店 新建材等の販売及び飲食業
配管技士 1 15～25万 管工事施工管理技士・浄化槽設備士
建築技術者 2 20～35万 1 級又は 2 級建築士
電気工事士 1 15～25万 電気工事士　電気施工管理技士

社会福祉法人　孝寿福祉会（美
晴が丘・荻の苑）・医療法人　孝
寿会（伊藤医院・わくわくディケア）

老人通所介護・訪問介護・居宅介護
支援
医療業　介護保険事業

ケアワーカー（介護員） 2 14.3～22万 介護福祉士資格所持者優遇
正看護師 1 18～30万 看護師
准看護師 1 14.5～25万 准看護師

「荻の里温泉」
温泉・旅館・レストラン・みやげ品
販売
農林産物販売

フロント係 1 12.6～15.2万
調理補助 2 12.6～15.2万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
接客係 1 12.6～15.2万

一般社団法人　竹田市
医師会（竹田医師会病
院）

病院
看護師 5 21～25.3万 正看護師
准看護師 2 16～18.8万 准看護師
看護補助者 3 13.5～15.3万 ヘルパー2級・介護福祉士資格所持者優遇

加藤石油　株式会社 石油製品・液化石油ガス販売・自動車整
備・車検・自動車販売・各種保険の取扱

自動車整備士 2 16～23万 自動車整備士２級
ガソリンスタンド販売員 1 13.2～20万 危険物乙四免許所持者優遇

川合電気工事　株式会
社

一般住宅や公共建築物・工場などの
電気工事・水道・浄化槽の工事全般

配管工 1 15～20万 普通自動車免許（ＭＴ）
電気工事作業員 2 15～20万 普通自動車免許（ＭＴ）電気工事士資格者優遇

株式会社　友繁建設
土木建築業（土木　舗装　管工事）
福祉用具（介護用品）の販売とレン
タルおよび住宅改修工事

土木施工管理技術者 1 20～33万 1 級又は 2 級土木施工管理技士
重機オペレーター 1 14.4～24万 車両系建設機械　
営業（福祉用具） 1 16～20万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

株式会社　藤信 総合建設業
竹田市、大分市発注の公共工事

土木作業員 1 13.8～27.6万 土木作業経験者（1 年以上）
土木技術者 1 15～30万 土木施工管理技士 2 級以上　現場管理経験者
水道配管士 1 17.5～30万 経験者　関連免許資格保有者尚可

株式会社　長湯歴史温
泉伝承館

入浴施設・バイキングレストラン・
イベントの企画運営・簡易宿泊施設

レストランホールスタッフ 2 11～15万
調理スタッフ 1 11～15万

株式会社　松井組
綜合建設業（建築、土木、舗装）　
携帯販売
書店業務

携帯電話販売員 1 14～15万 パソコン操作・経験者優遇
土木施工管理技士 1 20～33万 2 級土木施工管理技士　工務経験者
書店販売員 1 13～14万 パソコン操作・経験者優遇

有限会社　やきとり大
将母屋 居酒屋

調理係（店長候補） 1 25～30万 経験者
接客および調理補助係 1 15～17万
接客係（飲食・カラオケ） 1 13～15万

株式会社　くじゅう高
原開発公社

地ビールの製造・販売事業
レストランの飲食
売店・地ビールの業務用販売

一般事務員 2 14～15万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
ビール製造員（見習い） 1 15～16万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
配達員 3 15～16万 普通自動車免許（ＭＴ）

株式会社　ローケン
有料老人ホームの経営・訪問介護事
業・通所介護事業・在宅介護支援事
業

介護職員（デイサービス） 2 14～16万 介護福祉士・看護師・ヘルパー２級以上のいずれか
社会福祉士・社会福祉主事・介護船専門員 2 15.5～16万 社会福祉士・社会福祉主事又は介護支援専門員
介護業務（ヘルパーステーション） 1 14～16万 介護福祉士・看護師・ヘルパー２級以上のいずれか

求人
情報

ハローワーク豊後大野　竹田市ふるさとハローワー
ク　問　☎63-1101

①保育スタッフ 1 人 14.8 万円　②ハウス農作業員１人
14.9 万円　③ホール・厨房係１人 14 万円　④医薬品の
製造員 1 人 13 ～ 22 万円　⑤マネジメントスタッフ 1
人 13 ～ 25 万円　⑥介護スタッフ１人 11.9 万円　⑦測
量員 2 人 15 ～ 30 万円　⑧施設整備担当 1 人 18 ～ 20
万円　⑨受付・会計医療事務１人 15.1 ～ 18.9 万円　⑩
厨房職員１人 14.7 万円　⑪ホテルスタッフ 1 人 13 ～
14.4 万円⑫運転手１人 13.7 ～ 23 万円

〔パート求人（時給）〕
⑬窓口業務 1 人 900 ～ 1000 円　⑭販売員１人 700 ～
800 円　⑮リハビリ助手 1 人 740 円　⑯精肉担当 2 人
800 円　⑰ホール係員１人 1000 ～ 1500 円　⑱接客・
レジ担当１人 700 円　⑲調理員 1 人 750 円　⑳製造ス
タッフ 2 人 1000 ～ 1060 円　㉑清掃及び雑務１人 700
円　㉒事務補助１人 850 ～ 1010 円　㉓配車係 2 人 677
円　㉔商品のレンタルと販売１人 750 ～ 900 円
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休日当番院情報

　
お
せ
っ
た
い

　

今
年
、
竹
田
出
身
で
小
児
科
医

に
な
っ
た
女
医
さ
ん
が
お
ら
れ
ま

す
。

　

私
が
彼
女
を
知
っ
た
の
は
、
5

年
前
、
医
学
部
の
講
義
室
で
し
た
。

4
年
生
に
対
す
る
「
地
域
の
小
児

医
療
」
に
関
す
る
講
義
を
終
え
、

病
院
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
た
と
こ

ろ
、「
私
、
竹
田
出
身
な
の
で
す
。」

と
目
を
輝
か
せ
て
質
問
に
来
ら
れ

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
2
年
後
に
卒
業
し
、

医
師
国
家
試
験
合
格
を
経
て
、
さ

ら
に
2
年
間
の
研
修
医
を
終
え
、

今
春
か
ら
、
小
児
科
医
と
し
て
大

分
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
働
い

て
い
ま
す
。

　

先
日
、
彼
女
に
「
ど
う
し
て
小

児
科
医
に
な
っ
た
の
？
」
と
聞
き
ま

し
た
。
彼
女
は
、「
竹
田
に
子
ど
も

を
増
や
し
た
い
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、

お
せ
っ
た
い
で
お
菓
子
を
も
ら
う

の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
大
人
に
な
っ

た
今
、
そ
の
状
況
を
思
い
出
す
と
、

大
人
も
、
子
ど
も
達
が
や
っ
て
く
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
思

う
。
そ
ん
な
竹
田
で
あ
り
続
け
る
こ

と
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
。」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

地
元
を
愛
す
る
人
達
が
、
今
は

離
れ
て
い
て
も
地
元
の
こ
と
を
想
っ

て
い
る
。
や
が
て
帰
っ
て
く
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
帰
れ
な
く
と
も
地

元
の
こ
と
を
想
い
続
け
て
い
る
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。
弘
法
大
師
様

が
、
そ
ん
な
想
い
を
つ
な
ご
う
と
考

え
て
い
た
と
し
た
ら
驚
き
で
す
が
、

伝
統
文
化
が
子
ど
も
達
の
記
憶
に

し
っ
か
り
と
残
っ
て
い
る
の
は
確
か

な
よ
う
で
す
。

　

是
非
、
今
の
子
ど
も
達
に
も
そ

の
想
い
を
つ
な
い
で
い
っ
て
く
だ
さ

い
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小

児
科
分
野　

是
松
聖
悟.

）

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

8/　2㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 0974-75-3001

8/　9㈰ まつもと歯科クリニック〔竹田〕 0974-62-2400

8/16㈰ 竹田市荻歯科診療所〔竹田〕 0974-68-3263

8/23㈰ 久住加藤医院　歯科診療部〔久住〕 0974-76-0008

8/30㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 0974-75-3001

　※診療時間 9：00 ～ 12：00（受付 11：30 まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151 
　　　　　　　　　　http:www.oita-dental-a.or.jp/

休日及び夜間の在宅当番医院
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕平日夜間 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　休日 8：30 ～ 21：00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　日曜・祝祭日 8：30 ～ 21：00
※原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科輪番病
　院を受診してください。
※なお、これまでどおり上記以外の曜日や時間帯についても電
　話相談していただいて、診察可能と判断できれば可能な限り
　対応いたします。

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこ
　　　　　　で診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ電話
　　　　　　連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

8/　1㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

8/　2㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

8/　8㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

8/　9㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

8/13㈭
豊後大野市民病院（緒方町）17時まで 0974-42-3121
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333

8/14㈮ 豊後大野市民病院（緒方町）17時まで 0974-42-3121
8/15㈯ 豊後大野市民病院（緒方町）午前中 0974-42-3121
8/16㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）午前中 0974-42-3121

8/22㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

8/23㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

8/29㈰
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

8/30㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

9/　5㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

9/　6㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は 9：00 ～ 11：30） 
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは 8：30 ～ 12：00）
　※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところ
　　があります。
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお
電話で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの
場合は、あらかじめ用意されて約束処方となることがあります
ので、ご了承ください。

第13 回 出 張 ！

えがおの子育て

小児科
――地域医療・小児医療の視点から――
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あ
の
「
竹
細
工
の
ベ
ッ
ド
メ
リ
ー
」
販
売
開
始
！ 

い
よ
い
よ〝
竹
〟田
の

　
　

  
技
が
全
国
へ
!

　
３
月
に
市
本
庁
舎
に
て
完
成
披
露

が
行
わ
れ
た
〝
０
か
ら
６
歳
の
伝
統

ブ
ラ
ン
ドaeru

〟「
竹
細
工
の
ベ
ッ

ド
メ
リ
ー
」
が
遂
に
、
７
月
22
日
よ

り
販
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
製
品
は
、
平
成
26
年
度
過
疎
地

域
等
自
立
活
性
化
交
付
金【
総
務
省
】

を
活
用
し
、
日
本
の
伝
統
工
芸
に
よ

る
赤
ち
ゃ
ん
の
日
用
品
の
開
発
・
販

売
を
手
掛
け
る「
株
式
会
社
和
え
る
」

と
、
竹
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で

竹
工
芸
家
の
長
谷
川
絢
さ
ん
と
の
コ

ラ
ボ
に
よ
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

竹
の
し
な
や
か
さ
や
造
形
の
幅
広

さ
に
着
目
し
た
本
製
品
は
、
マ
ダ
ケ

　【製品の販売について】
　　　　　　　　　  H27. 7/22 ～販売開始
　・“0 から 6 歳の伝統ブランド aeru” オン
　　ラインショップ
　　（http://a-eru.co.jp/onlineshop/）にて随
　　時販売
　・aeru 目黒直営店にて店頭販売（7/23 ～）
　・京都・高島屋催事にて店頭販売（7/22 ～
　　8/4）
　問和える（aeru）☎03-6721-9624

　平成 27 年度の税制改正によ
り、全額控除されるふるさと納
税枠が約２倍に拡充され、ふる
さと納税がより身近になりまし
た。竹田市では、お礼の品の充
実や、よりスムーズな納税手続
きへの移行に取り組んでいます。
　その成果が着実に表れ、四半
期を経た時点で前年度を大き
く上回る、納税額 413 万円（6
月末時点／前年度計 335 万円）
を達成しました。
　今後、より多くの方に利用し
ていただくために、周知のご協
力をよろしくお願いいたします。
問　竹田市企画情報課　エコミ
ュージアム推進室（☎ 63-4801）

【ホームページ】
http://www.furusato-tax.jp/
japan/prefecture/44208

農
地
中
間
管
理
事
業

農
地
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

　

公
益
社
団
法
人
大
分
県
農
業
農
村

振
興
公
社
で
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構

と
し
て
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進

に
関
す
る
法
律
第
17
条
第
１
項
及
び
農

地
中
間
管
理
事
業
規
程
第
18
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
以
下
の
と
お
り
農

用
地
等
の
借
受
け
希
望
者
を
募
集
し
ま

す
。（
農
地
の
貸
し
借
り
の
新
し
い
仕

組
み
で
す
）

１　
募
集
期
間

　

平
成
27
年
８
月
３
日
㈪
～
９
月
４
日

　

㈮
２　
募
集
の
区
域

　

竹
田
地
域
、
荻
地
域
、
久
住
地
域
、

　

直
入
地
域

　
（
借
受
け
を
希
望
す
る
区
域
を
記
入

　

し
ま
す
。
複
数
可
）

３　
応
募
の
条
件

　

借
受
け
希
望
者
は
、
次
に
掲
げ
る
す

　

べ
て
の
要
件
を
満
た
す
者
と
す
る
。

　

⑴
機
構
か
ら
借
受
け
る
農
用
地
等
に

　
　

つ
い
て
、
そ
の
す
べ
て
を
効
率
的

　
　

に
利
用
し
て
耕
作
ま
た
は
養
畜
の

　
　

事
業
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
者
で

　
　

あ
る
こ
と

　

⑵
当
該
農
用
地
等
を
原
則
と
し
て
10

　
　

年
以
上
借
受
け
て
、
農
業
生
産
活

　
　

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ

　
　

る
こ
と

　

⑶
下
記
に
定
め
る
募
集
結
果
の
公
表

　
　

に
つ
い
て
、
同
意
し
た
者
で
あ
る

　
　
こ
と

　
　

ア
氏
名
ま
た
は
名
称

　
　

イ
当
該
区
域
内
の
農
業
者
、
区
域

　
　
　

外
の
農
業
者
、
新
規
参
入
者
の

　
　
　

別

　
　

ウ
借
受
け
を
希
望
す
る
農
用
地
等

　
　
　
の
種
別
、
面
積

　
　

エ
借
受
け
た
農
用
地
等
に
作
付
け

　
　
　

を
し
よ
う
と
す
る
作
物
の
種
別

４　
申
出
書
及
び
取
り
下
げ
書

　

募
集
の
際
に
提
出
い
た
だ
く
様
式

は
、
竹
田
市
農
政
課
、
各
支
所
産
業
建

設
課
の
各
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
大
分
県
農
地
中
間
管
理
機
構
（
農

業
農
村
振
興
公
社
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
様
式
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

５　
貸
付
希
望
調
書

　
「
農
地
」
を
農
地
中
間
管
理
機
構
を

通
じ
て
貸
し
付
け
た
い
方
は
、
貸
付
希

望
調
書
（
農
政
課
・
各
支
所
産
業
建
設

課
の
窓
口
に
用
意
）
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

６　
提
出
先

　

竹
田
市
農
政
課
、
各
支
所
産
業
建
設

課●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
農
政
課　

☎

63-

４
８
０
５

の
生
息
面
積
が
国
内
最
大
で
あ
り
、

今
な
お
多
く
の
竹
工
芸
家
を
輩
出
す

る
大
分
県
な
ら
で
は
。
特
に
、
竹
田

市
は
そ
の
名
が
示
す
だ
け
で
な
く
、

若
い
竹
工
芸
家
に
創
作
の
場
と
し
て

注
目
さ
れ
る
土
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ベ
ッ
ド
メ
リ
ー
を
通
じ
、
多

く
の
方
に
大
分
県
竹
田
市
の
竹
工
芸

を
知
っ
て
も
ら
い
、
担
い
手
の
育
成・

誘
致
、
ひ
い
て
は
伝
統
的
な
竹
産
業

の
再
興
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

  

四
半
期
で
、
前
年
度
大
幅
越
え
！

竹
田
市
ふ
る
さ
と
納
税

み
ん
な
が
利
用
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

親
し
い
人
へ
、
伝
え
て
く
だ
さ
い
！　
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ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！ 

竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
Ⅱ

島
原
に
岡
藩
が
遺の

こ

し
た
足
跡

　

岡
藩
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
優
し
い
土

地
柄
だ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
宣
教

師
の
手
紙
か
ら
窺う
か
がい

知
る
こ
と
が
で

き
る
。
禁
教
の
嵐
の
中
、
各
地
の
宣

教
師
と
キ
リ
シ
タ
ン
は
水
面
下
で
情

報
交
換
を
し
な
が
ら
安
住
の
地
を

求
め
て
さ
ま
よ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

岡
藩
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
の
パ

ラ
イ
ソ
（
楽
園
）
と
し
て
候
補
に
挙

げ
ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
人
の
ナ
バ
ー
ロ

神
父
や
一
般
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
島
原

か
ら
竹
田
に
逃
れ
て
き
た
こ
と
は
、

史
実
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

　

島
原
は
、
か
つ
て
有
馬
の
国
と
呼

ば
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
「
ド
ン
・

プ
ロ
タ
ジ
オ
有あ
り

馬ま

晴は
る
の
ぶ信

」
が
治
め
る

キ
リ
シ
タ
ン
王
国
で
も
あ
っ
た
。
だ

が
、
彼
が
甲
斐
の
国
（
山
梨
県
）
に

流
さ
れ
た
後
に
は
国
内
最
大
の
一
揆

で
あ
る
「
島
原
の
乱
」
が
起
き
て
、

幕
府
軍
に
よ
り
３
万
７
千
人
の
信
者

が
殺
さ
れ
る
と
い
う
悲
劇
が
起
き

た
。（
こ
の
時
、
幕
府
軍
が
西
国
大

名
を
中
心
と
し
て
編
成
さ
れ
た
の

は
、
九
州
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
大
名

が
多
か
っ
た
た
め
、
キ
リ
シ
タ
ン

同
士
を
戦
わ
せ
る
こ
と
が
目
的
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ

て
い
る
）
岡
藩
も
幕
府
の
命
令
に

よ
り
こ
の
乱
に
出
陣
し
て

い
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
を

保
護
す
る
一
方
で
、
弾
圧

に
加
担
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
岡

藩
の
心
中
は
極
め
て
複
雑
だ
っ
た

は
ず
だ
。

　

今
回
、
そ
の
島
原
に
岡
藩
ゆ
か

り
の
品
が
遺
さ
れ
て
い
る
と
の
情

報
を
得
て
現
地
調
査
に
向
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
蓋ふ
た

付

の
お
椀わ
ん

と
底
に

十
字
が
刻
ま
れ

た
高
台
茶
碗
（
画
像
④
）、
中
川
ク

ル
ス
で
飾
ら
れ
た
岡
藩
御
座
船
の

錦
絵
（
画
像
③
）
の
３
点
で
、
島

原
城
史
料
館
内
に
展
示
さ
れ
て
い

た
。
特
に
蓋
付
の
お
椀
は
、
中
川

ク
ル
ス
と
柏
紋
の
両
方
が
描
か
れ

て
い
る
珍
し
い
も
の
だ
っ
た
が
、
竹

田
で
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
の
は
、
誰
か
が
長
い
間
、
秘

か
に
隠
し
持
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
の
想
い
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
岡
藩
と
島
原
の
キ
リ

シ
タ
ン
の
繋
が
り
か
ら
こ
の
謎
解

き
を
行
う
べ
く
、
わ
ず
か
な
望
み

を
託
し
て
島
原
の
乱
の
舞
台
と
な

っ
た
原
城
跡
に
移
動
し
た
。
初
め

て
見
る
原
城
跡
は
、
約
４
０
０
年

前
に
一
揆
軍
３
万
７
千
人
、
幕
府
軍

12
万
５
千
人
が
戦
っ
た
地
と
は
思

え
な
い
静
け
さ
で
、
打
ち
寄
せ
る

波
の
音
し
か
聞
こ
え
な
い
。

　

懸
命
に
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
が
な

い
も
の
か
と
探
し
た
が
、
幕
府
に
よ

り
石
垣
ま
で
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
、

野
原
と
な
っ
た
城
跡
か
ら
は
何
も

得
ら
れ
ず
、
残
念
な
が
ら
中
川
ク

ル
ス
の
謎
解
き
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

青
い
海
を
背
に
佇
む
天
草
四
郎

の
銅
像
を
見
上
げ
る
と
、
そ
こ
に

は
聖
な
る
沈
黙
だ
け
が
あ
っ
た
。

（
南
蛮
文
化
室
長　

後
藤
篤
美
）

【
参
考
文
献
】
日
本
耶
蘇
会
年
報
、
日
本

史
（
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
）、
日
本
西

教
史
（
ジ
ャ
ン
・
ク
ラ
ッ
セ
著
）

日
本
国
内
最
大
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
が
行
わ
れ
た
「
島
原
の
乱
」。
そ
こ
は
、
か
つ
て
キ
リ
シ

タ
ン
大
名
で
あ
る
ド
ン
・
プ
ロ
タ
ジ
オ
、
有
馬
晴
信
の
領
地
で
あ
っ
た
が
、
意
外
に
も
そ
の
島

原
に
岡
藩
と
の
関
連
を
匂
わ
せ
る
も
の
が
遺
さ
れ
て
い
た
。

未知なる聖地で　迷い込む　〝隠しキリシタンの里〟

竹田キリシタン遺物展
　開催期間　　7月20日（月・祝）～8月30日（日）
　　　　　　　9：00 ～ 17：00
　場　　所　　竹田創生館（竹田市殿町）
　入 場 料　　無　　料
●お問い合せ　竹田市商工観光課　南蛮文化振興室
　　　　　　　☎ 0974-63-3383

【写真説明】　①島原城。天草四郎らに扮してお出迎えをするスタッ
フのみなさん　②解説していただいた島原市文化財保護委員会の松
尾卓次会長　③中川クルスで飾られた岡藩御座船の錦絵　④中川家
の蓋付きお椀、底に十字が刻まれた高台茶碗　⑤原城跡　⑥天草四
郎の像　⑦天草四郎の墓碑

①

③

⑤

⑦

ミステリアス！ 竹田キリシタン

②
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まるごと博物館

■ 

仲
村
先
生
の
死
を
悼
む

　

あ
ま
り
に
も
急
な
ご
逝
去
で
、
戸

惑
い
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
以

来
、
ひ
と
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
先

生
を
偲
び
な
が
ら
偉
大
な
足
跡
に
つ

い
て
自
分
な
り
に
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。

■ 

ま
る
ご
と
博
物
館
の
生
み
の
親

　

竹
田
市
合
併
前
の
市
報
連
載
で

「
あ
お
ぞ
ら
博
物
館
」
か
ら
始
ま
り
、

「
ま
る
ご
と
博
物
館
」
の
生
み
の
親

で
あ
り
、
育
て
の
親
で
あ
っ
た
仲
村

先
生
。
そ
こ
に
は
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
構
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

竹
田
の
屋
外
に
あ
る
歴
史
的
遺
産

を
護
り
、
博
物
館
と
し
て
公
開
し
て

い
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
広
く
、

多
く
の
人
た
ち
に
竹
田
を
知
っ
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
に
狙
い
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

■

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性

　

博
物
館
を
護
る
た
め
に
は
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
連
携
を
取
り
、
相
互

の
行
動
の
重
複
に
よ
る
無
駄
を
な
く

す
と
い
う
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
従
っ
て
、
名
目
ご
と
に
先
生

の
提
唱
に
よ
っ
て
会
合
が
招
集
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
『
仲
村
会
議
』
と
称
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
納
得
の
い
く

ま
で
関
係
者
で
協
議
し
、
そ
の
事
業

に
予
算
を
付
け
て
具
体
化
す
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
連
絡
調
整
に
使
わ
れ
た
手
帳

は
、
メ
モ
や
日
程
で
真
っ
黒
に
見
え

る
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
す
。

■

作
業
を
厭い
と
わ
ず

　

先
生
は
、
草
刈
り
機
で
作
業
を
続

け
る
方
で
し
た
。
竹
田
市
の
遺
産
を

護
る
た
め
、
実
に
よ
く
働
か
れ
ま
し

た
。
文
化
財
を
巡
る
調
査
が
あ
れ
ば
、

雑
巾
と
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
い
ま
し

た
。
愛
染
堂
、
や
す
ら
ぎ
公
園
、
岡

城
跡
な
ど
い
つ
も
黙
っ
て
き
れ
い
に

し
て
い
ま
し
た
。

■

私
が
師
事
し
た
日
々

　

郷
土
史
家
と
し
て
の
仲
村
先
生
か

ら
は
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
田
能
村
竹
田
が
使
用
し

た
と
さ
れ
る
田
楽
炉
の
位
置
に
つ
い

て
、
先
生
の
案
内
で
山
手
の
洗
竹
窓

や
竹
田
茶
寮
の
裏
山
に
行
き
、
確
認

を
し
合
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

↑「奥豊後ふるさと竹田ノート」お披露め式。前列中央が故・仲村先生。前列左が故・佐藤茂先生、 　
　前列右が故・志賀静哉先生。（2012 年 4 月）

　
こ
の
一
年
の
間
に
「
ま
る
ご
と
博
物
館
」
執
筆
者
、
久
住
地

区
の
志
賀
静
哉
先
生
、
荻
地
区
の
佐
藤
茂
先
生
が
相
次
い
で
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
涙
も
乾
か
な
い
う
ち
に
、
同

コ
ー
ナ
ー
の
創
始
者
で
、
代
表
を
務
め
ら
れ
て
い
た
仲
村
睦
雄

先
生
が
６
月
29
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
月
号
の
「
ま
る
ご
と
博
物
館
」
は
予
定
を
変
更
し
て
、
仲

村
先
生
の
功
績
を
振
り
か
え
り
ま
す
。
執
筆
は
、
執
筆
者
一
同

を
代
表
し
て
、
竹
田
地
区
の
衛
藤
頼
光
先
生
で
す
。

今年2月市長室に訪れた時の仲村先生。い
つも笑顔でひたむきだった姿が偲ばれます

■

先
生
が
仲
間
と
残
し
た
業
績

の
一
部
（
順
不
同
）

〔
書
籍
〕・
白
水
ダ
ム
物
語　
・
竹
田

の
寺　
・
桃
源
郷
の
銃
声　
・
廣
瀬

武
夫
暦　
・
石
橋
年
表
ほ
か

〔
団
体
〕・
竹
田
民
謡
民
舞
保
存
会　

・
西
南
戦
争
研
究
会　
・
愛
染
堂
を

守
る
会　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

委
員
会　
・
虎
姫
の
会　
・
ホ
タ
ル

連
絡
協
議
会　
・
岡
の
里
事
業
実
行

委
員
会　
・
南
画
の
里
づ
く
り
実
行

委
員
会
ほ
か

〔
物
件
〕・
城
下
町
文
化
財
説
明
板

・
茶
屋
の
辻
跡
戦
跡
公
園　
・
愛
染

堂
の
飛
び
石
な
ど

　

先
生
は
ま
た
、
奥
様
を
と
て
も
大

事
に
す
る
家
庭
の
人
で
も
あ
り
ま
し

た
。
と
も
に
過
ご
し
た
十
年
間
を
偲

び
、
先
生
の
ご
冥
福
を
祈
り
結
び
と

し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
衛
藤
頼
光
）

まるごと博物館
ゆかりの地を訪ねる旅　【竹田篇】
　日　時　８月 24 日㈪　
　　　　　竹田市文化会館前駐車場
　　　　　8：50 集合
　場　所　岡本、明治、豊岡、玉来の各地区
　参加費　800 円
　締切り　8 月 21 日㈮
●お申込み・お問い合せ
　竹田創生館　☎ 0974-62-4100
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児童扶養手当・特別児童扶養手当受給者のみなさんへ
　８月は現況届並びに所得状況届出の月です。この届を出さな
いと、8 月分以降の手当が受けられません。社会福祉課から通
知が届きましたら、必ず期間内に届出をしてください。

 児童扶養手当とは
１. 受給資格者
　手当を受けることができる人は、次の条件に当てはまる「児
童」を監護している父・母、または父母に代って「児童」を養
育している人です。
　なお、「児童」とは、18 歳到達後最初の 3 月 31 日までの者、
または 20 歳未満で政令に定める程度の障害の状態にある者を
いいます。いずれも国籍は問いません。
①父母が離婚した後、父・母と生計を同じくしていない児童
②父または母が死亡した児童
③父または母が政令で定める程度の障がいにある児童
④父または母の生死が明らかでない児童
⑤父または母から 1 年以上遺棄されている児童
⑥父又は母が裁判所から DV 保護命令を受けた児童
⑦父または母が法令により 1 年以上拘禁されている児童
⑧母が婚姻しないで生まれた児童
　次のような場合手当は支給されません。
①児童が、
　イ、日本国内に住所がないとき。
　口、児童福祉施設等に入所または里親に委託されているとき。
　ハ、父または母の配偶者 ( 事実上の婚姻関係の場合も含む )
　　に養育されているとき。
②父・母または養育者が、
　イ、日本国内に住所がないとき。
　口、養育者の場合は児童と別居しているとき。
※平成 26 年 12 月より公的年金（遺族年金、障害年金、老齢年金、
　労災年金、遺族補償など）額が児童扶養手当額より低い方は、
　その差額分を受給できるようになりました。
２、手当の額　
　手当の額は下記のとおりですが、父・母に対する手当は、支
給開始月から５年または支給要件に該当した月から７年を経過
した時は、手当額の１／２が減額になります。
　ただし、就業している場合、求職活動をしている場合、負傷
又は疾病等により就業することが困難な場合または障がいがあ
る場合などは減額になりません。（届出が必要です）

　区　　　分 全額支給される者 一部支給される者
児童１人のとき 月額   42,000 円 月額（下記※による）
児童２人のとき 加算額  5,000 円 加算額 5,000 円
児童３人以上のとき １人につき加算額 3,000 円
※一部支給は本人の所得額に応じて月額 41,990 円から 9,910
　円まで 10 円きざみの額です。
３、支給制限
　手当を受けている人または扶養義務者や配偶者の前年の所得
が、扶養親族等の数による所得限度額以上ある場合は、その年
度 (8 月分から翌年の 7 目分まで ) は、手当の全部又は一部が支
給停止されます。
４、手当を受けている方の届出の義務
　手当を受けている方は次のような届出の義務があります。忘
れずに必ず社会福祉課に届け出てください。

①現況届……毎年８月１日から８月 31 日までの間に届け出て、
　引続き支給要件に該当するかどうかの審査を受けます。
②資格喪失届……次のような場合には、早急に資格喪失届を提
　出してください。
　（注意事項：資格喪失届を提出せずに手当の支払いを受けた
　場合には、資格がなくなった月の翌月分以降の手当をすべて
　返還していただくことになります。)
○婚姻の届出をしたとき。
○婚姻の届出はなくても事実上の婚姻関係 ( 同居あるいは同居
　がなくてもひんぱんに定期的な訪問・生活費の援助があるな
　どの状況 ) となったとき。
○公的年金 ( 国民年金、厚生年金、共済年金等 ) を受けるよう
　になったとき。
○児童が公的年金を受給し、又は公的年金の加算対象になった
　とき。
○児童の死亡や、転出などにより監護 ( 養育 ) しなくなったとき。
○児童が施設入所したり、里親に委託されたとき。
○刑務所等に監禁中の父親・母親が出所したとき。
○遺棄している児童の父・母から連絡、訪問、送金があったとき。
③転出届……市外へ転出の際に、提出してください。
※上記以外にも、各種の届出があります。

 特別児童扶養手当とは
１. 受給資格者
　日本国内に住所を有する 20 歳未満の精神または身体に中程
度以上の障害を有する児童を監護する父・母、または父母に代
ってその児童を養育している人に支給されます。
　ただし、児童が障がいを支給事由とする公的年金を受けるこ
とができる時、または児童福祉施設等へ入所している時は、手
当は支給されません。
２、手当の額
　重度障がい児（１級）の場合　児童１人につき　月額 51,100 円
　中度障がい児（２級）の場合　児童１人につき　月額 34,030 円
３、支給制限
　請求者及びその扶養義務者等の前年の所得が、限度額以上あ
る場合は、その年度（８月から翌年の７月まで）の手当の支給
は停止されます。
　詳しくは、社会福祉課までお問い合わせください。

●お問い合せ　竹田市社会福祉課子育て支援係
　☎ 63-1111（内線 154･155）

ひとり親家庭医療費助成について
　ひとり親家庭医療費は、ひとり親家庭の親とその児童を
対象に、医療費の自己負担分を助成するものです。
１. 受給資格者
　離婚、死別等で配偶者のいない人で、現に 18 歳に達す
る日以後の最初の３月 31 日までの間にある児童を監護し
ている人です。
２、支給制限
　請求者及びその扶養義務者等の前年の所得が限度額以上
ある場合は、その年度（12 月から翌年の 11 月まで）は助
成を受けることが出来ません。所得限度額は児童扶養手当
の限度額と同じです。
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ぼくたち・私たちの

学び舎

　

直
入
小
学
校
は
２
０
０
７
年
に
下

竹
田
小
学
校
と
長
湯
小
学
校
が
統
合

し
、
旧
長
湯
小
学
校
跡
地
に
開
校
し

ま
し
た
。
学
校
周
辺
に
は
芹
川
が
流

れ
、
権
現
山
が
佇
み
、
田
ん
ぼ
が
あ

り
、
そ
れ
ら
が
直
入
小
児
童
の
遊
び

の
場
で
あ
り
、
生
活
科
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
学
び
の
場
で
す
。
全

校
児
童
９
４
名
は
、
こ
の
豊
か
な
環

境
の
中
で
の
び
の
び
と
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

直
入
小
学
校
は
直
入
中
学
校
と
、

昨
年
度
か
ら
「
な
お
い
り
郷
土
学
」

の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
学
年
に

よ
っ
て〔
湧
水
〕〔
温
泉
〕〔
農
業
〕〔
キ

リ
シ
タ
ン
〕な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
、

調
べ
学
習
を
進
め
、
最
後
に
は
直
入

の
よ
さ
や
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
普
段
見

聞
き
し
て
い
る
地
域
の
こ
と
で
す

が
、
当
た
り
前
す
ぎ
て
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

学
習
を
通
し
て
「
そ
う
だ
っ
た
ん

だ
！
」「
こ
ん
な
工
夫
や
苦
労
が
あ

っ
た
の
か
…
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

を
持
ち
ま
す
。
こ
ん
な
学
習
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ふ
る
さ
と

に
対
す
る
親
し
み
や
誇
り
に
思
う
気

持
ち
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

学
校
行
事
で
は
、
本
校
の
特
徴
的

な
行
事
と
し
て
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ

ェ
ス
タ
」
が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
や

地
域
の
皆
様
を
お
招
き
し
て
、
各
学

年
の
歌
や
合
奏
な
ど
の
音
楽
発
表
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
発
表
、
全

校
児
童
に
よ
る
合
唱
な
ど
多
彩
な
音

楽
発
表
を
し
ま
す
。
時
に
は
県
内
外

の
著
名
な
音
楽
家
を
お
呼
び
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
音
楽
を
通
し
て
ク

ラ
ス
や
全
校
児
童
の
心
が
一
つ
に
な

る
行
事
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

直
入
っ
子
」
を
合
言
葉
に
、
郷
土
学

を
は
じ
め
と
す
る
学
習
活
動
や
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
等
の
学
校
行
事

を
通
し
て
児
童
の
心
と
体
の
健
や
か

な
成
長
を
は
か
り
、
挨
拶
の
響
き
合

う
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
（
甲
斐　

康
宏
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
直
入
っ
子

今
月
の
学
び
舎　

直
入
小
学
校

↑「郷土学」湧水茶屋の見学

↑ミュージックフェスタ

人権シリーズ　No.4
　

50
年
前
の
１
９
６
５
年
、
い
ざ
な

ぎ
景
気
と
呼
ば
れ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
が
発

売
さ
れ
、
加
山
雄
三
の｢

君
と
い
つ
ま

で
も｣

が
流
行
し
ま
し
た
。
佐
藤
首

相
が
戦
後
初
の
沖
縄
訪
問
を
し
た
の

も
こ
の
年
で
す
。

　
こ
の
年
の
８
月
、
政
府
審
議
会
の

同
和
対
策
審
議
会
か
ら｢

部
落
差
別

の
解
消
は
国
民
的
な
課
題
で
あ

り
、
国
の
責
務
で
あ
る｣

と
の
答

申
が
な
さ
れ
、
日
本
政
府
が
「
部

落
問
題
の
解
決
を
国
策
と
し
て

取
り
組
む
」
こ
と
を
初
め
て
確
認

し
た
歴
史
的
な
年
に
な
り
ま
し

た
。

　

あ
れ
か
ら
50
年
、
節
目
と
な
る

今
、
私
た
ち
に
何
が
問
わ
れ
て
い

る
の
か
、
改
め
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
人
の
値
打
ち
』　　
　
江
口
い
と
（
詩
人
）

何
時
か
も
ん
ぺ
を
は
い
て

バ
ス
に
乗
っ
た
ら

隣
座
席
の
人
は
私
を

お
ば
は
ん
と
呼
ん
だ

戦
時
中
よ
く
は
い
た
こ
の
活
動
的
な
も
の
を

ど
う
や
ら
こ
の
人
は
年
寄
り
の

着
物
と
思
っ
て
い
る
ら
し
い

よ
そ
行
き
の
着
物
に
羽
織
を
着
て

汽
車
に
乗
っ
た
ら

人
は
私
を
奥
さ
ん
と
呼
ん
だ

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は

着
物
で
決
ま
る
ら
し
い

講
演
が
あ
る

何
々
大
学
の
先
生
だ
と
言
え
ば

内
容
が
悪
く
と
も

人
々
は
耳
を
す
ま
せ
て
聴
き

良
か
っ
た
と
言
う

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は

肩
書
で
決
ま
る
ら
し
い

名
も
無
い
人
の
講
演
に
は

人
々
は
そ
わ
そ
わ
し
て
帰
り
を
急
ぐ

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は

学
歴
で
決
ま
る
ら
し
い

立
派
な
家
の
娘
さ
ん
が

部
落
に
お
嫁
に
来
る

で
も
生
ま
れ
た
子
供
は
や
っ
ぱ
り

部
落
の
子
だ
と
言
わ
れ
る

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は

生
ま
れ
た
所
に
よ
っ
て
決
ま
る
ら
し
い

人
々
は
い
つ
の
日

こ
の
あ
や
ま
ち
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
か

（『
人
の
値
打
ち
』
江
口
い
と 

著　
よ
り

問
竹
田
市
人
権
同
和
対
策
課

　
☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線 

２
９
０
）
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今月の読み聞かせ　　　　　　　　　　　

○ブックスタート
　8月19日㈬　14：00～（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日　10：30～11：00
　（竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム
　夏休みはおはなしルームはお休みです。

■竹田市立図書館
　TEL ・FAX63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL ・FAX68-2200
■久住図書室
　TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
　TEL75-2240 ・FAX75-2231

図書館に行こう

【一般の本】
・ジョン・マン　立志編　５（講談社）　　　　　山本　一力
・朝が来る（文藝春秋）　　　　　　　　　　　　辻村　深月
・勁　草（徳間書店）　　　　　　　　　　　　　黒川　博行
・菜飯屋春秋（駒草出版）　　　　　　　　　　　魚住　陽子
・破落戸あくじゃれ瓢六（文藝春秋）　　　　　　諸田　玲子
・文学の空気のあるところ（中央公論新社）　　　荒川　洋治
・ビオレタ（ポプラ社）　　　　　　　　　　　　寺地はるな
・夏の沈黙（東京創元社）　　　　　　　　　　ルネ・ナイト
・若年性アルツハイマーの母と生きる（KADOKAWA）岩佐　まり
・手作りしたい帽子（ブティック社）

【子どもの本】
・日本全国給食図鑑　47 都道府県の給食が大集合
　　　　　　　　　西日本・東日本編（フレーベル館）

・日本列島、水をとったら？　１～ 3 巻（徳間書店）
　　　　　　　　　　　　　　　　 加藤　茂、伊藤　等監修

・ニワシドリのひみつ　庭師鳥は芸術家（岩崎書店）　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鈴木まもる

・まほうの電子レンジ（ひかりのくに）　たかおかまりこ原案
・どうぶつたいじゅうそくてい（アリス館）　　　高畠　　純
・おべんとうバス（大型絵本）（チャイルド本社）　　　 真珠まりこ
・グリーンマントのピーマンマン（大型絵本）（岩崎書店）さくらともこ
他　70 冊ほど入りました

一般の本

子どもの本

「私には山がある　
   大きな愛に包まれて」

田部井淳子 　PHP 研究所

　1975 年5 月16 日、世界最
高峰エベレストに、女性として世界

で初めての登頂を果たした田部井淳子さんが、子ど
も時代、大切な出会い、登山と子育ての両立、がんと
のつきあい方などを語る一冊。
　夏には東北の高校生と富士山へ。
　今なお世界中の頂を目指す登山家の「山と人生」。
　NHK100 年インタビューを単行本化したものです。

「アンネのバラ」
　40年間つないできた
　　　　　平和のバトン

　國森　康弘　講談社　　

　1976 年、当時の生徒たちが平和のシンボルと
して植えたアンネのバラ。その思いを受け継いで、
バラを育てる東京都杉並区立高井戸中学校の生
徒たちの姿を追った写真絵本。
　アンネのバラを育てることは、平和への願いを
受け継ぐこと。これは命のバトンリレー。そして
平和のバトンリレーでもあるのです。
　「アンネ・フランクの形見」と名づけられている
この花があなたの心にも咲きますように。

お知らせ
　「夏休みは図書館へ!!」
　こんな季節は涼し～い図書館へ出かけてみませんか。
　ひんやり冷たい夏のスウィーツや背すじがゾクゾク怪談話など、
いろいろな本を揃えて皆さまのご来館をお待ちしております。

（アミ）が竹田市立図書館の休館日
お＝荻図書室　く＝久住図書室
な＝直入図書室

月8
http://www.city.taketa.oita.jp/library/

日 月 火 水 木 金 土
1
おく

な
2

く
な

3
お

4 5 6 7 8
おく

な
9

く
な

10
お

11 12 13 14 15
おく

な
16

く
な

17
お

18 19 20 21 22
おく

な
23

く
な

24
お

25 26 27 28 29
おく

な
30

く
な

31
お

今月の休館日

新刊　のご案内
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有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出
会いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、
友人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

市長コラム
〈第71回〉

　
７
月
１
日
、
竹
田
市
を
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
仲
村
睦
雄
先
生
の

葬
儀
が
営
ま
れ
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
そ
の
日
に
、
先
生
と
面
談
が
予

定
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
突
然
の
訃
報
に
茫
然
自
失
と
な
っ
た
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
と
た
ん
に
、先
生
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
た
「
奥

豊
後
の
踊
り
を
楽
し
む
夕
べ
」
の
こ
と
が
頭
を
か
す
め
た
。
こ
の
大

会
は
竹
田
地
区
か
ら
始
ま
っ
て
直
入
３
地
区
を
一
周
し
て
竹
田
地
区

に
戻
っ
て
き
た
。「
今
回
は
竹
田
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
岡
城
に
登
っ

て
み
ん
な
で
踊
り
た
い
」。
合
併
10
周
年
の
年
で
も
あ
る
か
ら
、
是

非
市
長
も
音
頭
を
取
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
、

そ
の
確
認
の
た
め
の
訪
問
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
の
に
、
主
唱
者

で
あ
る
ご
本
人
が
他
界
し
て
し
ま
っ
た
。

　

脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
仲
村
先
生
の
言
葉
が
あ
る
。「
岡
城
の

こ
と
を
市
民
が
も
っ
と
誇
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
が
登
城
す

る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
い
ま
こ
そ
み
ん
な
で
岡
城
の

良
さ
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し
た
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

先
生
の
熱
意
と
竹
田
を
思
い
や
る
気
持
ち
に
感
じ
入
っ
て
い
た
私

で
あ
る
が
、
仲
村
先
生
の
心
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
新
聞
報
道
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
記
事
は
6
月
25
日
の
大
分
合
同
新
聞
の
朝
刊
『
東
西
南
北
』

と
い
う
お
馴
染
み
の
コ
ラ
ム
欄
で
あ
っ
た
。
記
事
の
概
略
は
こ
う
で

あ
る
。『
瀧
廉
太
郎
の
自
筆
の
詩
に
「
古
城
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

日
出
町
が
こ
れ
に
曲
を
つ
け
て
Ｃ
Ｄ
に
し
て
売
り
出
し
た
。
古
城
は

瀧
廉
太
郎
が
荒
城
の
月
の
曲
想
を
練
る
た
め
に
前
年
に
自
分
で
作
詞

し
た
も
の
。
荒
城
の
月
は
土
井
晩
翠
の
作
詞
で
、
廉
太
郎
が
曲
想
し

た
城
は
大
分
市
の
府
内
城
か
竹
田
市
の
岡
城
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て

い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
古
城
の
詩
は
「
外
堀
は
田
に
す
き
か
え
ら
れ
…

内
堀
は
年
毎
に
あ
せ
て
二
百
年
の
名
残
や
な
に
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。

日
出
町
の
郷
土
史
家
の
調
べ
で
は
日
出
城
の
情
景
だ
』
と
書
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
瀧
家
は
代
々
日
出
藩
の
要
職
に
あ
っ
た
。

廉
太
郎
が
大
分
・
竹
田
に
住
ん
で
い
た
四
年
間
の
間
に
日
出
町
を
訪

れ
て
暘
谷
城
で
時
を
過
ご
し
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
』
と
コ
ラ

ム
は
続
き
、
挙
句
の
果
て
、「
荒
城
の
月
」
の
候
補
と
し
て
ど
う
や

ら
日
出
城
が
無
視
で
き
な
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
と
し
め

く
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
ん
で
も
な
い
記
事
だ
と
憤
る
市
民
も
多
か
っ
た
。
竹
田
市
と
岡

城
、
岡
城
と
荒
城
の
月
、
荒
城
の
月
と
瀧
廉
太
郎
と
い
う
密
接
な
関

係
に
水
を
差
す
な
ん
て
屈
辱
だ
と
も
。

　

た
し
か
に
、
土
井
晩
翠
先
生
は
瀧
廉
太
郎
の
追
悼
45
回
忌
に
竹

田
市
・
岡
城
を
訪
れ
て
い
る
。
現
地
で
荒
城
の
月
の
歌
詞
も
揮
毫
し

て
い
る
。
ド
イ
ツ
か
ら
病
気
で
失
意
の
帰
国
途
上
に
あ
っ
た
晩
翠
は

廉
太
郎
を
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
テ
ィ
ル
ベ
リ
ー
と
い
う
港
に
停
泊
中
の

若
狭
丸
の
船
上
に
見
舞
っ
て
も
お
り
、
廉
太
郎
か
ら
岡
城
の
こ
と
を

聞
き
及
ん
で
い
た
か
ら
こ
そ
、
岡
城
に
登
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

コ
ラ
ム
が
引
用
し
た
廉
太
郎
直
筆
の
「
古
城
」
の
原
稿
は
、
廉
太
郎

の
妹
で
あ
る
安
倍
ト
ミ
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
ゆ
か
り
の
竹
田
市
に
寄

贈
さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
加
え
れ
ば
、
竹
田
市
名
誉
市
民
で
も
あ
ら
れ
る
故
北
村
清

士
氏
の
書
か
れ
た
『
詩
情
豊
か
な
岡
城
物
語
』
の
中
に
は
こ
う
い
う

紹
介
が
あ
る
。
廉
太
郎
が
死
に
直
面
し
た
と
き
の
言
葉
で
あ
る
。『
お

母
さ
ん
、
僕
に
は
自
分
の
寿
命
が
よ
く
分
か
る
。
も
し
僕
が
死
ん
で

も
泣
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
あ
の
「
荒
城
の
月
」
が
世
に
歌
わ
る
る

限
り
、
僕
は
あ
の
美
し
い
、
ま
ぼ
ろ
し
の
岡
城
址
と
と
も
に
生
き
て

い
る
の
で
す
か
ら
』
と
。

　

竹
田
市
が
戦
後
す
ぐ
に
開
催
し
た
「
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高

等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
今
年
で
69
回
目
を
数
え
る
。
数
々
の

歴
史
を
重
ね
、
廉
太
郎
と
岡
城
の
関
係
は
深
く
理
解
さ
れ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。

　

な
の
に
。
ど
う
し
て
荒
城
の
月
の
曲
想
が
岡
城
か
ら
別
の
場
所
へ

と
移
る
の
か
。
コ
ラ
ム
に
異
議
を
唱
え
る
前
に
、
竹
田
市
と
岡
城
を

愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
仲
村
睦
雄
先
生
の
思
い
を
私
た
ち
竹
田
市
民

は
自
ら
に
問
い
か
け
て
み
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

岡
城
は
「
荒
城
の
月
」
の
舞
台
と
は
認
知
さ
れ
て
い
な
い
？

荒
城
の
月
と
瀧
廉
太
郎
は
連
想
さ
れ
る
け
れ
ど

←岡城と瀧廉太郎、荒城の
　月。それは、竹田市民の
　誇りである。昭和 22 年、
　第１回瀧廉太郎音楽祭の
　様子。
　岡城にある顕彰碑の前で、
　大勢の方が参列し、楽聖
　瀧廉太郎の追悼祭が行わ
　れている。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

映
画「
日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
」を
鑑
賞

「
戦
争
は
、二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
」

　
７
月
15
日
、
映
画
「
日
本
の
い
ち

ば
ん
長
い
日
」
の
完
成
披
露
試
写
会

の
ご
招
待
を
受
け
て
、
首
藤
竹
田
市

長
は
阿
南
惟
幾
陸
軍
大
臣
役
を
演

じ
た
役
所
広
司
さ
ん
と
お
会
い
し
ま

し
た
。

　

役
所
さ
ん
は
試
写
会
の
挨
拶
の

中
で
「
こ
の
物
語
に
戦
闘
シ
ー
ン
は

有
り
ま
せ
ん
が
、
広
島
と
長
崎
に
原

爆
が
落
と
さ
れ
、
戦
地
で
は
兵
士
が

飢
え
と
苦
し
み
に
耐
え
る
背
景
が
あ

り
ま
す
。
戦
争
は
本
当
に
嫌
な
も
の

で
す
。
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
と
い

う
気
持
ち
を
こ
の
映
画
を
観
た
皆
さ

ん
に
抱
い
て
ほ
し
い
で
す
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

阿
南
陸
相
は
、
明
治
20
年
に
東

京
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
本
籍
は
竹

田
市
に
あ
り
ま
し
た
。
彼
の
苦
悩
と

決
断
、
１
９
４
５
年
８
月
15
日
の
知

ら
れ
ざ
る
真
実
が
描
か
れ
た
大
作

で
す
（
８
月
８
日
か
ら
公
開
）。

↑写真中央が阿南惟幾役を演じた役所広司さん
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瀧
廉
太
郎
作
曲
「
荒
城
の
月
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

竹
田
市
に
は
古
く
か
ら
詩
歌
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
歴
史
・

文
化
を
大
切
に
継
承
し
て
い
く
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

今
年
も
荒
城
の
月
短
歌
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
会
に
先
立

ち
、
今
を
生
き
る
短
歌
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
水
」
で
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
応
募
規
定

　
【
テ
ー
マ
】　
①
題
詠
「
水
」、
②
自
由
題

　
【
内
容
】

　
　

作
品
は
、
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
２
つ

　

の
テ
ー
マ
の
う
ち
ど
ち
ら
か
に
応
募
、
も
し
く
は
両
方
に

　

応
募
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
題
詠
は
必
ず
「
水
」
の
文
字

第
５
回
荒
城
の
月
短
歌
大
会
の
作
品
を
募
集
し
ま
す

今
年
の
テ
ー
マ
は「
水
」︱
︱
︱

　

を
入
れ
て
く
だ
さ

　

い
。
読
み
は
問
い

　

ま
せ
ん
。

　
【
選
考
】

・「
一
般
の
部
」
…
…

　

テ
ー
マ
ご
と
に
最

　

優
秀
首
1
首
、
優
秀
首
２
首
、
佳
作
10
首

・「
青
少
年
の
部
（
小
・
中
・
高
）」

　

テ
ー
マ
ご
と
に
最
優
秀
首
１
首
、
優
秀
首
２
首
、
佳
作
５

　

首

　

※
応
募
作
品
は
、
選
者
の
川
野
里
子
先
生
に
よ
る
厳
選
な

　

審
査
を
行
い
、
入
選
作
品
は
3
月
に
広
報
た
け
た
、
竹
田

　

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
表
、
３
月
19
日
の
短
歌
大

　

会
に
て
表
彰
し
ま
す
。（
個
別
の
通
知
は
入
選
者
に
限
り

　

ま
す
）

●
応
募
方
法

　

郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
、
直
接
提
出
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご

　

応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
様
式
は
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
募
集
締
切
】

　

平
成
28
年
１
月
８
日
㈮　

必
着

【
選
者
】

　

川
野　

里
子　

氏
（
歌
人
、
竹
田
市
出
身
）

●
ご
送
付
先
・
お
問
い
合
せ

　

〒
８
７
８-

８
５
５
５　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
１
６

　
５
０
番
地　

竹
田
市
企
画
情
報
課　
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

推
進
室　
「
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」
係

　
☎
０
９
７
４-

63-

４
８
０
１

　
　⊠

・ kikaku@city.taketa.lg.jp

　　たけたケーブルテレビ
　　　　平成27年８月番組情報
■たけた市民チャンネル
　第７回 川端康成記念講演会　「夢へ
の挑戦」
　６月に開催された第７回川端康成記念講
演会の模様をお届けします。
　今回は、東海大学副学長で、全日本柔道
連盟副会長でもある山下泰裕さんを講師に
迎え、「夢への挑戦」と題して講演が行わ
れました。夏休みにぜひご家族でご覧くだ
さい。

【放送日】
　８／８、８／ 15、８／ 22、
　８／ 29　土曜日　20：00 ～
		
■ＮＨＫスペシャル
　「原爆の絵～市民が残すヒロシマの
記録～」
　2002 年にＮＨＫで放送されたＮＨＫスペ
シャル「原爆の絵～市民が残すヒロシマの
記録～」をお届けします。
　戦後 70 年を迎えた今年、「戦争と平和」
を考える機会としてご覧ください。

【放送日】８／３㈪、８／４㈫、８／５㈬、
　８／７㈮　21：00 ～
　８／６㈭　9：00 ～・14：00 ～・18：00 ～
	
■ＮＨＫ大河ドラマ
　「龍馬伝」（毎週日曜更新）
　８月９日㈰よりＮＨＫ大河ドラマ「龍馬
伝」（全 48 回）の放送を開始します。放映は、
毎週日曜日更新で、１週間に７回放映され
ます。
　フクヤマ〝龍馬〟の活躍をお楽しみに！

【放送日】
　初回のみ 75 分の拡大放送となります。
　8 ／ 9 日 ㈰、8/10 ㈪、8/12 ㈬、8/14 ㈮
　20：45 ～
　８／ 11 ㈫、8/13 ㈭、8/15 ㈯　15：00 ～
　★第２回以降は
　日・月・水・金…………21：00 ～
　火・木・土………………15：00 ～
※都合により放送時間を、変更する場合が
ありますのでご了承ください。

●お問い合せ　竹田市ケーブルネットワーク
　センター　☎ 0974-76-1415
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第125回
阿孫　久見

コケイラン（ラン科）

　

山
地
の
や
や
湿
っ
た
林り

ん
え
ん縁

や
林

内
の
半
陰
地
に
生
育
す
る
高
さ
30

㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
地
下
に

は
卵
形
の
偽ぎ

き
ゅ
う
け
い

球
茎
（
ラ
ン
の
仲
間

に
見
ら
れ
る
多
肉
質
に
な
っ
た
茎く

き

の
こ
と
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
偽

球
茎
か
ら
葉
と
茎
が
別
々
に
出
る

の
が
特
徴
で
す
。

　

互
生
す
る
葉
は
大
小
２
個
で
、

サ
サ
に
似
て
細
長
い
披ひ

針し
ん
け
い形
で
先

が
と
が
り
、
大
き
い
葉
は
長
さ
30

㌢
、
幅
が
３
㌢
ほ
ど
で
す
。
面
白

い
の
は
花
の
開
花
期
に
は
葉
は
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
す
。

　

初
夏
の
頃
、
茎
の
上
部
に
多
数

の
総ふ

さ
じ
ょ
う状の
花
を
つ
け
ま
す
。
花
は

経
８
㍉
ほ
ど
と
小
さ
く
色
は
黄お

う
か
っ褐

色し
ょ
くで

花
を
下
に
垂た

ら
し
て
咲
か
せ

ま
す
。
黄
褐
色
の
が
く
片へ

ん

と
横
の

側そ
っ

花か

弁べ
ん

が
目
立
ち
ま
す
が
下
の
唇し

ん

弁べ
ん
は
白
色
で
赤
い
斑は

ん
て
ん点
が
あ
り
ま

す
。

　

和
名
の
由
来
は
中
国
の
蕙け

い
ら
ん蘭
に

似
て
い
て
小
型
で
あ
る
の
で
小コ

蕙ケ
イ

蘭ラ
ン
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の

山さ
ん
ろ
く麓
で
稀ま

れ
に
観
察
さ
れ
る
植
物
で
、

と
て
も
貴
重
な
ラ
ン
の
一
種
で
す
。

花
期
は
５
月
か
ら
６
月
で
す
。




